
論

説
契

約

の

基

本

的

違

反

( }

佐

藤

正

滋

は

し

が

き

契約の基本的違反

契
約

違

反
が
或

る
条
件

を
充

た

し
た
時
、

違

反

し

た
契
約

当
事

者

は
契

約
中

の
免
責

条

項

に
よ
る
保

護

を
う
け

ら

れ
な

い
。

こ

の
よ
う

な
違

反

を
契
約

の
基
本

的

違

反

({誤
講
血
貸
ヨ
Φ
口
蒔四
一
げ
「①
"
6プ

O
{
6
0
嵩
仲H帥
O
什)

と
呼

び
、

免

責
条

項

の
適

用

を
排

除

又

は
制

限

す

る
根

拠

と
な

る
原
則

を
契
約

の
基

本

的
違

反

の
原

則

と
称

す

る
。

今

日
、

契

約

の
名

の
下

に
強
制

さ
れ

る
諸

関
係

の
実

態

を
観

れ
ば
、

英

国

の
判

例

に

　
ユ

　

現
れ
た
契
約

の
基
本
的
違

反
の
考
え
が
多
大

の
関
心
を
集
め
て
来

た
こ
と
は
当
然
と
云
え
る
。
契
約

の
基
本
的
違
反
の
原
則

に
つ
い
て
は

別
稿

で
考
察
を
試

み
た

こ
と
が
魏

・
先
ず

こ
の
原
則
又
は
そ
れ
に
類
似
す
る
も

の
が
判
例
で
如
何

に
説
か
れ
展
開
さ
れ

て
来

た
か
を
見

出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
も
未
完

で
あ

っ
た
。
本
稿

は
事
実
上
前

に
行

っ
た
試

み
の
続
篇
と
云
え
る
。
も

ち
ろ

ん
未
完

の
部
分

　
ヨ

　

か
ら
直

ち
に
継
続

し
て
論

述
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ

る
。
本
稿

は

一
九
五
〇
年
代
以
降

の
英
国

の
諸
判
例

の
考
察

か
ら
出
発
す

る
。
基

本
的
違
反

の
原
則
又
は
そ
れ
と
実
質
上
同
じ
考
え
は
可
成
以
前

の
判
例

に
も
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
基
本
的
違
反
と
云
う
言
葉
が

広
く
用

い
ら
れ
る

塁

っ
た
の
は
小
数

の
場
箏

除

い
て
お
そ
ら
三

九
五
・
年
代

の
判
例

か
ら
と
思
わ
れ

る
。
本
稿
が

一
九

五
・
年
代

1(Y95)



の
判
例

の
考
察
か
ら
出
発
す
る

の
は
こ
の
理
由
に
よ
る
。

も
ち
ろ
ん
基
本
的
違
反

の
原
則
が

こ
の
時
期

の
判
例

に
忽
然
と
現
れ
た
わ
け
て

は
な
く
、
常

に
そ
れ

以
前

の
先
例

と
の
関
連
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
云
う
迄
も
な

い
。

基
本
的
違
反

の
原
則
が
、
契
約

の
名
ー

即

ち
当
事
者

の

「
自
由
な
意
思

の
合
致
」
i

の
下

に
強
制
さ
れ

る
諸
関
係

の
実
態
を
見
究

め
た
上
で
形
成
さ
れ
て
来
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ

る
。
極

め
て
多
く

の
場
倉

契
約

は
当
事
者
間

の

「
力
関
璽

を
法
的

羅

持
し
当
事

者

一
方

の
意
思
を
相
手
方

に
強
制
す

る
た
め
の
具
と
な

っ
て
来

た
。

こ
の
場
合
、
当
事
者

一
方

の
意
思
或

は
利
益

は
免
責
条
項

の
形
を
と

っ
て
最
も
明
瞭

に
表
現
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
従

っ
て
免
責
条
項
を
処

理
す
る

「
基
本
的
違
反
の
原
則
」
は

「
力
関
係
」
を
そ

の
ま
ま
実
現

す

る
手
毅
と
な

っ
た
今

日
の
契
約

の
核
心

に
ふ
れ
る
も

の

と

な

ろ

う
。
故

に
、
基
本
的
違
反
の
原
則
の
考
察
を
通
じ
て
、

現
代

の

「
契

約
」

に
対
し
て
裁
判
所

は
対
処
出
来

る
か
、
若
し
出
来
る
と
し
て
、
そ

の
た

め
の
法
律
上

の
立
論

は
ど

の
よ
う
な
も

の
で
、
そ
れ
は
ど

の

よ
う
な
事
実
認
識
に
立

つ
も

の
か
を
窺
え
る

の
で
は
な

い
か
。

こ
の
た
め
に
は
英
国

の
判
例
で
基
本
的
違
反
の
原
則
が

「
如
何

に
語
ら
れ

て
来
た
」

か
、

こ
の
原
則
と
英
国
契
約
法

の

一
般
原
則
と
の
関
連

は
如
何
な
る
も

の
か
、
基
本
的
違

反
の
原
則

の
限
界

は
何
か
、

と
云

っ

(
6

)

た
諸
問
題

の
考
察
が
先
ず

必
要
で
あ

ろ
う
。
更

に
、

こ
の
よ
う
な
考
察
を
通
じ
て
広
く
契
約

特

に
今

日
猛
威
を
振

っ
て

い
る
附
合
契

約
或

は
定
型
契
約
ー
ー

に
対
す
る
法
を
考
え
る
上

で
何
等
か
の
示
唆
を
う
け
、

こ
れ
が
、
契
約
に
対
す
る
法
的
処
理
を
行
う
際

の
判
断
形

成

に
資
す
る
と

こ
ろ
は
な

い
か
と
の
期
待
が
加

わ
る
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
作
業

の
順
序
と
し
て
は
、

一
九

五
〇
年
代

の
諸
判
例

か
ら
始

っ
て
、

一
九
六
六
年

の
貴
族
院
判
決

で
あ
る

ω
乱
㏄器

〉
二
露
亭

二
馨

Φ

ω
。
幕

み

α
5

毒

§

Φ
三

竃

巴

什
一墓

の
〉

〈
2

ン
、
・
菊
。
g

三

餌
ヨ
ω
魯

。

栄
。
δ
コ

o
。
三

邑

。

ロ

㊤
①
昌

一
〉
・ρ

ω
①
一
噛

[
一
¢
㊦
①
]

N
芝

・じ
即

㊤
ホ

迄
を

一
つ
の
区
劃
と
し
、

次

に
こ
の
貴
族
院
判
決
後

の
判
例

の
状
態
を
紹
介
し
た

い
。

尚
極
め
て
不
完
全
な
も

の
で
あ

(
7
)

る
が
別
稿

の
は
し
が
き
と

い
く

つ
か
の
判
例

の
紹
介
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

で
あ
る
。

既
に
述
べ
た
と
お
り
現
代

の
契
約

の
多
く

の
も

の
は
当
事
者

の
意
思

の
自
発
的
な
合

致
に
よ

っ
て
成
立
し
た
も
の
と
は
云
え
な

い
で
あ

(.i96}2



ろ
う
.
従

っ
て
契
約
法

に
と

っ
て
最
も
根
本
的

な
問
題

は
合
意

に
よ
ら

ぬ
「
契
約
」
を
合
意

に
よ
る
契
約
と
し
て
法
が
強
制
す
る
点

に
あ

る

と
云
・兄
よ
う
。
基
本
的
違
反

の
原
則

は
契
約

の
成
立
を
前
提
に
し
て
免
責
条
項

の
効
力
を
考
え

る
も

の
で
あ

る
。
従

っ
て
場
合

に
よ

っ
て

は
今
述

べ
た
契
約

に
つ
い
て
の
最
も
基
本
的
な
問
題
を
無
視
或

は
回
避
し
て
い
る
と

の
批
判
は
生
ず

る
で
あ

ろ
う
。
定
型
契
約
或
は
附
合

契
約

の
本
質

は
何
か
と

の
問
題
を
含

め
て
、
契
約
成
立

の
前
提

で
あ

る
合
意

に
立

ち
返

っ
て
今

日
の
多
く

の

「
契
約
」
を
審
査

し
そ

の
効

(
8

)

力

に

一
定

の
限
界
を
設
定

し
よ
う
と
す
る
考
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
も
当
然

で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
此

の
問
題
は
直
接

に
は
取
扱

わ
な

い
こ

と

に
す

る
。

な

お
本
稿

で
は
何
等
か

の
根
拠

で
免
責
条
項

の
適
用
を
排
除
又
は
制
限
す

る
効
果
を
認

め
ら
れ
る
契
約
違
反
を
契
約

の
基
本
的
違

反
と

呼

ぶ
。
免
責
条
項
と
云
う
言
葉

は
特

に
断
ら
な

い
限

り
、
責
任
を
排
除
す

る
条
項
と
、
責
任

の
内
容
、
責
任
追
求

の
手
段
或
は
期
間
等
を

制
限
す
る
条
項

の
双
方

を
含
む
も

の
と
し
て
用

い
て
い
る
。

契約の基本的違反

(
1
)

多

く

の
論

文

が
英

国

で

発

表

さ

れ

て

い

る
。

望

月

教

授

は
契

約

の
基

本

的

違

反

の
法

理

に

つ
い

て

の
論

稿

で
、

こ
れ

ら

の
諸

論

文

を

紹

介

さ

れ

評

釈

さ

れ

て

い
る

(
望

月

礼

二
郎

「
イ

ギ

リ

ス

法

に

お

け

る

「
基

本

的

違

反

の
法

理
」

に

つ
い

て
」

社

会

科
学

研

究

二
〇

巻

三

・
四

合

併

号

一
五

二

頁

以

下
)
。

(
2
)

佐

藤

正
滋

「
契

約

の
基

本

的

違

反

({
¢
箒
飢
拶
ヨ
o
隷

巴

び
器

餌
6
ン

o
h
o
o
簿

「
帥
9

)

の
原

則

(
一
)
(
二
)
」

学

習

院

大

学

法

学

部

研

究

年

報

5

二

〇

三
頁

以

下
、

同
6

六

一
頁

以

下
。

(
3
)

別

稿

で
も

一
九

五

〇

年

代

の

判

例

で
重

要

と

思

わ

れ

る

も

の
を

い
く

つ
か

紹

介

し

た
。

例

え

ば

》
ざ
寓
帥
嵩
瓢
o
「

<
.
図
巴
一≦
螢
蜜

閏
×
o
o
駕
二
く
c

[
一
霧

二

吋

閑

、
しd
・
。。
。。
評

。。
ヨ

。
舞

。
コ

諮

霧

8

ヨ

ぴ

俸

9

曹
ピ
陣
ユ
こ

く
.

。っ
器

ω
。
。
コ

洲
.
。。
。
算

ざ

Gり
8

卿

9

・

ロ

¢
認

]

一

芝

ト

均

」

餐

。。

唱

ω
陰

幽

ユ
ヨ
σq

冒
巳

・
<
・
切
嵜

島
ω
『
鋤
≦

[
一㊤
㎝
⑪
]

一
～
<
ト

暫国
曙
"
①
一
…

〆
助
屋
穐ゆ
8
ω

(鵠
餌
轟

O
≦
ン

ピ
a

・
<
骨
～
<
葺ゆ
誕
一ω
口

ゆ
観

]

H

ぐ
∫
ピ
'即
・
り
もQ
⑪

等

で
あ

る
。

佐

藤

前

掲

註

(
2
)
学

督

院

大

学

法

学

部

研

究

年

報

5

二
〇

九

頁

以

下
。

(
4
)

寓
昏

。。
蕾

ヨ
ω
菩

∩
。
.
<
・
↓
藷

律

三

p

屋

・ロ
Φ
ω
呂

卜。
と

日

噛即

§

で

≦

轟

茸

卿

は
正
当

な
根
拠

の
な

い
離
路

(α
Φ
<
竃

8

)

は

運

送

契

約

の
基

本

的

違

反

で
あ

る

と

述

べ

て

い

る

(
[
一㊤
ω
①
]

卜o
》
一一
国
・聞
・
研
⑩
ゴ

即
叶

℃
・
O
O
刈
)
。
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(
5
)

契

約

を

支

配

す

る
も

の
は

「
力

関

係
」

(O
o
婁
興

器
訂

鉱
o
コ
)

で

あ

り
、

今

日
、

契

約

の
分

野

㌣

法

に

と
り

最

も

重

要

な

問

題

は
相

手

方

当

事

者

か

ら

事

実

上

強

制

さ

れ

た
契

約

を

抑

制

す

る

こ
と

で

あ

る

と
明

瞭

に
述

べ

た
も

の

と

し

て
例

え

ば

O
コ
」
艮

巴
α

氏

の

殉
①
ho
「
ヨ

一昌

夢

o

ピ
餌
≦

o
h

O
o
三

茜

9

畢
隠

]≦
o
P

r

幻
o
<
・
Φ
卜。

(
一¢
①
N
)
・
讐

や

露

(
6
)

免

責

条

項

は
消

費

者

保

護

の
問

題

と
密

接

に
関

連

す

る
。

消

費

者

保

護

に

つ
い

て

の
英

国

の
立
法

或

は
立

法

へ

の
動

き

は
活

発

な
も

の
が

あ

り

(
此

の
問

題

に

つ

い

て

は
例

え

ば

長

尾

治

助

「
英

国

に

お

け

る
消

費

者

保

護

と
動

産

売

買

法

の
改

正

問

題
」

国

際

商

事

法

務

一
巻

五

号

二
〇

九

頁

以

下
、

同

「
不
法

行

為

責

任

の
免

責

特

約

に
対

す

る
制

限

」

民

商

法

雑

誌

六

八
巻

四

号

五

四

一
頁

以

下
)
、

基

本

的

違

反

の
原

則

も

売

買

に
関

す

る

立

法

或

は
消

費

者

保

護

の
た

め

の
立

法

に
包

み

こ
ま

れ

て
了

う

か

も

知

れ

な

い
。

し

か

し
制

定

法

の
適

用
外

の
分

野

に

つ
い

て

は

も

と

よ

り
、

適

用

さ

れ

る
場

合

で
も

そ

の
解

釈

に

つ
い

て
判

例

で
形

成

さ

れ

て
来

た

基

本

的

違

反

の
法

理

の
意

義

が

全

く

な
く

な

る

と

は
思

わ

れ

な

い
。

(
7
)

佐

藤

前

掲

註

(
2
)
学

習

院

法

学

部

研

究

年

報

5

二
〇

三

頁

以

下
、

同

6

六

一
頁

以

下
。

(
8
)

こ
の

よ
う

な
考

え

に
も

と

つ

い

て
、

定

型
契

約

や

附

合

契

約

の
効

力

を
定

め

る
基

準

を

設

定

し

よ
う

と

し

た

も

の

と

し

て

く
3

0
層
つっ
軍
≦
召

量

切
3

ヨ

霞

ユ

閃
o
コ
ゴ

6
0
暮

録

〔
ジ

餌
5
島

d
o
∋

o
o
冨

=
o

O
o
三

「
o
一
〇
{
ピ
,
≦
ヨ
節
臨

コ
αq

勺
o
妄
0
5

Q。
一
調
葭

く
.ピ
.カ
o
<
・
認

㊤

(
一㊤
コ

)
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一

一
九

五

〇

年

代

か

ら

一
九

六

六

年

の

0慶
巳

。。
。。
①

b
笛
聾

岳
Ω
唱
㊦

0α
o
告
伽
ま

熊
b
周
≡
㊥
巨

。
轟

冒

四
二
謡
目
㊦

ロロ
.
b
.
<
.
2
.
<
.
閑
o
紳
齢
㊦
邑

9
巨
。。
筈

㊦

国
0
8
屡

6
㊦
5
㌶

"
】o

に

至

る

諸

判

例

基
本
的
違
反

の
原
則
を
根
拠
づ
け
る
理
論

は
単

一
で
は
な

い
。
従

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
判
例

に
採
用
さ
れ
た
理
論

の
内
容

に
従

っ
て
判
例

を
区
別
し
て
紹
介
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ

は
必
ず

し
も
容
易

で
な

い
。
複
数

の
裁
判
官
が

一
つ
の
判
決

に
参
加

し
た
時

は
夫

々
の
立
論
が
異
る
こ
と
が
あ

る
。

こ
れ

は
む
し
ろ
当
然

の
こ
と
で
あ
る
が
、

同

一
の
裁
判
官

の
見
解

で
あ

っ
て
も
そ

の
論
拠

は
何

か
を
明

確

に
把
握
で
き

な
い
場
合
も
あ

る
、
更

に
夫

々
の
事
件

の
事
実
と
判
決

の
関
連
も
考
え
ね
ぽ

な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
年
次
順

(
1

)

に
判
例
を
紹
介
す

る
と
云
う
極
く
単
純
な
方
法
を
採

り
、
後

に
総
括
と
し
て
判
例

に
示
さ
れ
た
理
論
を
整

理
し
た
い
と
思
う
。

ω

O
げ
"
づ
臼

冨

く
.

♂
ぴ
鑓

昌
鼻

ω
o
昌
-ζ

o
=
0
「

O
P

ぎ

ρ

口

O
田

]

一

囚
・じd
。
bQ
お



契約 の基本 的違反

基
本
的
違
反

の
考

え
を
明
瞭

に
採
用

し
た

一
例
と
さ
れ
て

い
る
の
は

〉
ぎ

§

;

窪

養

穿

①
。
三
冨

ロ
塗

]
卜。
閉
蛍

。σ
・.
ゆ

に
示
さ
れ
た

U
。
爵

判
事

(後
の

冒

一ヨ

卿
)
の
見
解

鼠

都
)・
6
§

量

く
」

.・げ
§

島
蚕

-崔

①
蕊

ρ

ぎ
ρ

(以
下

。
ケ
塁
庫
疑

O
霧
。

と
し
て
引
用
す
る
)
で

は

こ
の

》
δ
葦

巳

巽

く
.
閑
艶

毛
鍵

閏
図
。
。
母

ぞ
。

以
前

に
同

じ

U
Φ
<
ぎ

判
事

が

判
決

を
云

渡

し

て

い
る
。

O
冨

昌
紆

尻

は
船

主

で

7
げ
毒

謁
葺

給
亭
竃
。
一一窪

社

は
こ
れ
と
航

海

傭

船
契

約

を
締

結

し
た
。

こ

の
契

約

の
第

二

六
条

に
は

「
積
荷

は

、酸

、

爆

発

物

、
武

器

、
弾
薬

又

は
そ

の
他

の
危

険

貨
物

を
含

ま
な

い
適

法

な

一
般
貨

物

と
す

る
」

と

の
規
定

が

あ

り
、
第

一
五
条

に
は

「
契

約

で
定

あ
た
期

間

内

に
積

荷
が

船

積
港

で
本

船

に
引

渡

さ

れ
ず

又

は
仕
向

港

で
陸

揚

さ
れ

な

か

っ
た
場

合

は
、
傭

船
者

は
所

定

の
碇

泊
期

間

を
超

え

る
日
毎

に
滞
船

料

と

し
て
毎

日
百
ポ

ソ
ド

を
支
払

う
も

の
と

す

る
」

と

の
滞
船
料

の
定

め
が

あ

っ
た
。

一
九

四

一
年

三
月
本

船

団
護

¢
三
p・

O
冨

コ
紆

♂

号

は
傭

船
契

約

に
も

と
つ

い
て
合

衆

国

の
ジ

ャ

ッ
ク

ス
ソ
ビ

ル
で
貨
物

を
船

積

し

た

が

・
そ

の
中

に
は
危
険

貨
物

で
あ

る

テ

レ
ビ

ソ
油

(脅
¢
門や
0
昌
け一鵠
O)

一
、
五
四

六

ト

ソ
も
含

ま
れ

て

い
た

。
船

長

は

こ
の
積
荷

の
性

質

を
知

り

乍

ら
船
積

に
同
意
し
た

の
で
あ
麓

五
月

二
吉

本
船

は
リ
バ
プ

ゥ
ル
の
桟
橋

で
積
荷

の
陸
揚
を
開
始

し
た
。
と

こ
ろ
が
薯

の
テ

レ
ビ

ソ
油
が
危
険
で
あ
る
た
め
港
湾
当
局
か
ら
桟
橋
を
離
れ

マ
ー
ジ
イ
河

で
艀

に
荷
卸
し
す

る
よ
う

に
求

め
ら
れ

た
。

こ
の
結
果
、
予
定

よ
り

荷
卸
し

に

一
六
日
多
く
を
要
し
、
船
積
と
荷
卸

し
に
要
し
た
日
数

は
碇
泊
期
間

よ
り

二
二
日
半
超
過
し
た
。
船
主
は
、
滞
船
料
と

一
六
日

間

の
本
船

の
拘
束

に
対
す
る
損
害
賠
償
と
荷
卸
し
を
河

で
行

っ
た
た
め
に
蒙

っ
た
費
用

の
支
払
を
請
求
し
た
。

テ
レ
ビ
ソ
油
が
傭
船
契
約

第

二
六
条

に
云
う
危
険
貨
物

で
あ
り
、
そ
れ

の
船
積
が
傭
船
契
約

へ
の
違
反
で
あ
る
と
し
て
、船
主
側

は
傭
船
契
約
第

一
五
条

の
定
め
る
滞

船
料

の
み
請
求
出
来
る
の
か
、
そ
れ
と
も
滞
船
料
条
項

に
か
か
わ
り
な
く
損
害
賠
償

の
請
求
が

で
き

る
か
が
争
わ
れ
る
。
仲
裁
人
は
船

主

の
請
求
を
認
め
松
・)
こ
の
争
点
と
基
本
的
違
反

の
原
則

の
関
係

ξ

い
て
は
、
滞
船
料
条
項
と
免
責
条
項

は
別

の
も

の
で
あ
り
、
免
責
条

項
を
問
題

に
す

る
基
本
的
違
反
の
原
則

は
適
用
さ
れ
な

い
と

の
考
え
も
成
り
立

つ
で
あ

ろ
う
。

こ
れ

に
対
し
て
、
基
本
的
違
反
の
原
則

は

厳
格
な
意
味

で
の
免
責
条
項
だ
け

で
は
な
く
、
何
等

か
の
方
法

で
責
任

の
範
囲
を
制
限

し
又
は
責
任
追
求

の
手
殺
を
限
定
す

る
条
項
を
も
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問
題

に
す
る
の
で
あ

る
と
し
、
更

に
広
く
、
契
約
違
反
が
発
生

し
た
時

に
契
約
条
項

一
般
…

こ
の
中

に
は
免
責
条
項
も
含
ま
れ
る
が
ー
適

用

さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
も
可
能

で
あ

ろ
う
。
仲
裁
判
断
は
、
滞
船
料
条
項

は
運
賃
条
項
や
免
責
条

項

と

同

様

に
、
運
送
契
約
で
定

め
ら
れ
た
種
類

の
貨
物
が
船
積
さ
れ
た
場
合

に
の
み
適
用
さ
れ

る
も

の
で
あ

る
か
ら
、
傭
船
契
約

に
違
反
し
て
危
険

な
貨
物
が
船
積
さ
れ
た
時

は
繕

料
条

項

の
適
用

は
な

い
と
云
う
も

の
で
あ

っ
た
.
事
件

は
裁
判
所

の
判
断
を
求
め
麸

・

ご
.
<
ぎ

判

事

は
先

ず
次

の
よ

う

に
述

べ

て

い
る
。

船

主

又

は
傭
船

者

が
本

契
約

の

「
基

本

的

又

は
基
礎
的

な
条

件
条

項
」

(h
量

全

ヨ
。
葺
巴

。
「
ヨ
ω剛。
8
昌
鳥
三
。
=
。
h
夢
。
8

茸
§

酢)

に

違

反

し

た
場

合

-

例

え
ば

契

約

で
定

め

た
航
海

か
ら

の
離

路

(血
O
<
勘鋤
侍一〇
笥
)

を
行

っ
た
場

合
1
-

k

は
契
約
中

の
免

責
条

項

は
排

除
さ

れ
、

違

反

の
な

い
当

事
者

は
、

相

手
方

当
事

者

に
彼

を
保

護

す

る

は
ず

で
あ

っ
た
免

責
条

項

の
利

益

を
与

え

る

こ
と
な
く

そ

の
契

約

を
強

制

す

る

こ
と
が

で
き

る

と
考

え
ら
れ

た

こ
と
が
あ

る
。

こ

の
点

に

つ
い

て
の

法

は
、

貴

族

院
が

国
巴
ロ

ω
3
2
房
三
℃

O
o
ニ

ピ
↓α
.

<
劃

目
節
酢。

奪

吾

犀

ロ
ゆ
ω
①
]
卜・

≧

身

§

で
契
約

ξ

い
て
の
響

の
法
を
適
用
し
て
確
芒

(7た
)・
離
縫

契
約

の
根
底

に

か
か
わ

る
基
本
的
違
反
で
あ

り
、
違
反

の
な

い
当
事
者

は
契
約
を
解
除
す
る
か
或

は
契
約

の
存
続
を
依
然
と
し
て
認
め
る
か
を
選
択

で
き

る
。
若
し
契
約

の
存
続
を
認

め
れ
ば
、
違
反

の
な

い
当
事
者

は
契
約
違
反

に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
権

は
保
持
す
る
が
、
契
紺

の
全
条
項

は
違
反
の
な
い
当
事
者
だ
け

で
は
な
く
違
反
し
た
当
事
者

の
利
益

の
た

め
に
も
有
効

に
存
続
す

る
。
離
路

に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
原
則

は
契
約
で
定
め
ら
れ
た
も
の
で
な
い
貨
物
の
船
禁

な
さ
れ
た
場
倉

も
適
用
が
あ
り
船
主
は
離
路
の
場
合
と
同
蓬

択
権
を
享

悟魏
・

と

こ
ろ
で
本
件

で
は
船
主
は
傭
船
契
約

の
解
除
を
行
わ
な

か

っ
た
し
、
既
存

の
契
約

に
代

る
新
し

い
契
約

の
成
立
を
推
定
さ

せ
る
証
拠

も
存
在

し
な

い
。
船
主
は
運
賃

の
支
払
を
う
け
、
滞
船
料

の
請
求
を
行

っ
た
。
し
か
し
船
主
側

は
、
滞
船
料
条
項

は
効
力
を
持
続
す

る
け

れ
ど
も
、
そ

の
性
質
上
危
険
貨
物
を
船
積
し
た
た
め
に
生
じ

た
滞
船

に
は
適
用
さ
れ
な

い
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
主
張

の
根
拠

の

;

と
し
て
、
傭
磐

は
契
約

の
基
本
的
条
項

に
養

し
た

か
ら
滞
船
料
条
項

の
適
用
を
う
け
な

い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
た
。

。
,
こ
ヨ

判
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契約 の 基 本的 違反

事

は
本
件

で

は
契
約

の
基
本
的

条

項

へ
の
違

反
が

成
立

し

た

こ
と

は
認

め

る
。

傭

船

契
約

に
よ

っ
て
傭
船

者

は
適
法

な
貨

物

を
完

全

な
積

荷

に
し

て
船

主

に
引
渡

す
明

示

の
義

務

を
負

っ
て

い
た
。

傭
船

者

は

こ
の
義
務

に
違

反

し

た
が

、

こ
れ

は
契
約

の
基

本
的

な
債
務

({
蝦
瓢
二
,

麟
勇
。
艮
巴

。
ぴ
一貫
β。
一剛。
欝
)
即

ち
契

約

の
根

底

に
か
か
わ

る
条

件
条

項

(8
巳

三
。
コ
αq
。
凶諸
,
8

臼
①
δ
g

。
=

冨

。g

冨

∩
↑)

に
よ

っ
て
課

せ

ら
れ

る
義

務

へ
の
違

反
と

な

る

こ
と

は
疑

な

い
。

こ

の
よ
う

な
条

件
条

項

へ
の
違

反
が

あ
れ
ば

船

主

は
契

約
解
…除
権

を

取
得

す

る

の
で
あ

る
。

し

か

し
本

件

で

は
船

主

は
契

約
を

解
除

せ
ず

、

そ

の
効

力
を

依

然
認

め
て

い
た
。

従

っ
て
傭

船

契
約

は
そ

の
中

の
滞
船

料

条
項

も
含

ハ
　
　

め
て
有
効

に
存
続

し
船
主
を
拘
束
す

る
。

こ
の
よ
う

に
説

い
て

∪
。
〈
一ぎ

判
事

は
船
主
が
契
約

の
解
除
権

を
行
使

し
な
か

っ
た
事
実
を
船
主
側

の
主
張
を
斥
け
る
根
拠
と
し
て
重

視

し
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
契
約

の
基
本
的
違
反
が
成
立

し
て
も
違
反
の
な

い
当
事
者

は
契
約
解
除

権
を
取
得
す
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
行

使

し
な

い
限

り
契
約

は
消
滅

せ
ず
従

っ
て
そ

の
中

の
免
責
条
項
も
当
事
者
を
拘
束
す
る
と

の
考

は
本
判
決
で

d
。
≦
帥嵩

判
事
も
引
用

し
た

工
昏

。。
叶§

ω喜

。
P

窪

・
<
』

弩

律

琶

ρ

ピ
茸

ロ
㊤
ω①
]
卜・
≧

舅

.
§

で
明
瞭

に
示

さ

れ

て

い
る
。

.あ

貴

族
院

判
決

は

離
路

(留
く
翼

δ
笥
)
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
離
路

の
効
果

は
海
上
運
送

の
特
殊
性

に
も
と
つ
く
と
す
れ
ぽ

、そ
れ

に
つ
い
て

の
原
則
を
他

の
種
類

の
契
約

に
そ

の
ま
ま
適
用
す
る

こ
と

に
問
題
は
あ
る

に
せ
よ
、

こ
の
判
例

は
基
本
的
違
反
の
原
則

の
形
成

に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ

し
得
る
も

の
で
あ

る
。何
故

か
と
云
え
ば

、
そ

こ
に
は
基
本
的
違
反

に
よ
り
免
責
条
項
が
排
除
さ
れ
る
根
拠

は
契
約

に

つ
い
て

の
通
常
法
で

あ
る
と

の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ

る
。
契
約

の
基
本
的
違
反
と
は
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違
反
で
あ
り
、
違

反
の
な

い
当
事

者

に
契
約
解
除
権
を
与

え
る
。
契
約
解
除
権
が
行
使
さ
れ
れ
ぽ
契
約

は
そ

の
中

の
免
責
条
項
と
共

に
消
滅

し
違
反
し
た
当
事
者

は
当
然
免

責
条
項
の
保
護
を
う
け
ら
れ
な
い
と
云
う
の
で
あ
麺

免
責
条
項
の
排
除
は
契
約
の
療

則
の
適
用
の
輩

で
あ
る
と
主
辱

る
.、
と

に
よ

り
基
本

的
違

反

の
原
則

の
根
饗

容

易

に
説
明

さ
れ

る
.

こ

の
よ
う

覧

蟹

。
。
<
嵩
コ

判

事

は

。
げ
、
コ
創
.一・。
6
-。
・。.
で

螺

、

そ

の
後

の

≧

Φ
×
碧

ユ
項

く
畠
力
=・
一署

二・
賓

団
×
。
〔
二
二
く
。

で

は
契

約

違

反
者

へ
の
免
責

条

項

の
適
用

を

否
定

す

る
判

断

へ
の
根

拠

と

し

た
。

基
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本
的
違
反

の
原
則
に
対
す

る

一
つ
の
論
処
を
形
成
す

る
も

の
と
云
え
よ
う
。

し
か
し
契
約

の
通
常
法
或

は

一
般
原
則
が
免
責
条
項

の
問
題

を
充
分

に
処

理
出
来
る
も

の
な

の
か
、
基
本
的
違
反
の
原
則

は
何

か

「
新

し
い
法
」

に
よ

っ
て
従
来

の
契
約
法

の
原
則
が
補
充
或
は
訂
正

さ
れ
た
輩

で
は
な
い
の
か
と
云
う
問
題
笙

ず
る
で
あ
艶

.
更
に
契
約
法
2

般
原
則
は
・
芒

基
本
的
養

の
原
則
に
根
拠
を
与

.兄
る
な
ら
ば
、
同
時

に
そ

の
原
則

の
範
囲
、
内
容
を
拘
束
す
る
こ
と

に
な

る
。

こ
れ

は
免
責
条
項
を
排
除

又
は
制
限
す

る
根
拠
と
し
て
基

本
的
違
反

の
原
則
を
明
確

に
す

る
と
同
時

に
そ
れ
が
機
能
す
る
場
を
限
定
す
る
こ
と
に
馳

・
場
合

に
よ

っ
て
塞

本
的
違
反

の
原
則

の

適
用
を
制
限

し
免
責
条

項
の
効
力
を
維
持
し
よ
う
と
す

る
見
解

に
根
拠
を
与
え

る
可
能
性
も
あ

る
。

Czo2>s

 

②

ω
N
⑦

出
巴

円
o
昌
αq

じd
餌
昌
『

い
巳

・
〈
.
閑
餌
日

ぴ
一曾

O
胃

一Φ

O
o
二

い
巳

・
口

㊤
紹

]
〉
.ρ

零

①

∪
§

一コ
α-

卿

竺

九
五
六
年

に
二
つ
の
判
決
ー

ω
豊

一養

巨

く
・
ゆ
邑

ω
薯

ロ
。
㎝
a

ヨ

・舅

韓

と

餐

.α
幕

ω

(甲ぎ

ぞ
;

量

≦

三

一㊤
曇

葺

婆

78

で
免
責
条
項
の
排
除
に
つ
き
明
瞭
な
見
蟹

示
し
た
・
同
卿
竺

九
五
九

年

に
も
免
責
条
項

に
つ
い
て

の
枢
密
院
司
法
委
員
会

の
判
決
を
云

い
渡

し
て
い
る
。

こ
の
事
件
が

シ
ソ
ガ
ず

ル
控
訴
裁
判
所
が
ら
上
止
。

さ
れ
た

の
N
Φ
窒

↓
・
躍

ゆ
婁

犀

〈
・
幻
婁

琴

。
喜

。
ρ
冒
ビ
巳
■
ロ
㊤
邑

〉
.ρ

灘

で
あ

る
・

本
件

の
被
上
告
人

(原
告
)

で
あ

る

幻
餌
∋
江
①
村
O
署

δ

O
o
・
(以
下
R
社
と
し
て
示
す
)

は

シ

ソ
ガ
ポ

ー

ル

の
取

引
先

で
あ

る

S
社

か
ら

自
転

車
部

品

の
註
文

を
う
け

そ

れ

を

発
送

し

た
。

船

積

書
類

の
引
渡
条

件

は
手
形

の
支

払

と
引

換

の
所

謂

「
支
払

渡
」

θ
。
2

ヨ
。
艮
ω
蝉
ゆq
巴
塁
榊
勺
醸

∋
雪

酢)

で
あ

っ
た
。

売

買
目
的

物

は
有
名

な
船

会

社

で
あ

る

0
8
コ

ピ
ぎ
。

の
汽

船

〇
一。
コ
ケq
霞
著

号

で
運
ば

れ
、

船

主
発

行

の
船

荷

証

券

は
指
図

式

の
も

の

で
あ

っ
た
。

R
社

は

ロ
ソ
ド

ソ

の
取

引
銀

行

で
割

引

を
受

け
、

船

積
書

類

は
同
行

の

シ

ソ
ガ
ポ

ー

ル
支

店

に
送
付

さ
れ

た
。

本

船

は

シ
ン
ガ
ポ

ー

ル



契 約 の基本 的違 反

に
入
港
し
売
買
目
的
物
は
陸
揚

さ
れ
て
倉
庫

に
保
管
さ
れ
た
。
と

こ
ろ
が

S
社

は
そ

の
時

に
代
金

の
支
払
を
望
ま
な
か

っ
た
た
め
、
取
引

銀
行
で
あ

る
上
告
人
か
ら
、

S
社
が
売
買
目
的
物
を
受
領

し
た
場
合

そ

れ

に

よ

っ
て
損
害
が
発
生
し
て
も
銀
行
は
船
会
社

に
補
償
す
る

と
云
う
補
償
証
書

に
署
名
を
得
て
、
そ
れ
を
船
主

の
代
理
人

に
渡
し
、
売
買
目
的
物
を
受
取

っ
た
。
そ

の
後
も
S
社

は
代
金

を

支

払

わ

ず
、
事
実
を
知

っ
た
R
社
は
船
主

に
対
し
契
約
違
反
又

は
横
領
を
理
由

に
損
害
賠
償
請
求

の
訴
訟
を
起
し
た
。
船
主
は
S
社
及
び
上
告
人

で
あ
る
銀
行

か
ら
補
償
を
う
け
る
権
利
が
あ

る
と
し
て
両
者
を
第
三
当
事
者

(肝『
一噌山
℃
岱
『樽囲O
o自)
と
し
て
訴

訟
に
参
加
さ
せ
た
。

シ
ソ
ガ
ポ

ー

ル
高
等
裁
判
所

(霞
αq
7
0
。
¢
簿

。
h
ω
3
『q
巷
。
「・
)
の

芝

三
簿
8

判
事

は
R
社

(原
出口)
の
請
求
を
認

め
、
更

に
船
主

は
支
払

っ
た
賠
償

金
額
を
第

三
当
事
者

に
請
求

で
き

る
と
し
た
。

シ
ソ
ガ
ポ
ー
ル
控
訴
裁
判
所
も
此

の
判
決
を
支
持
し
た
。

S
社

の
取
引
銀
行
で
あ
る

○。
N。

=
巴

↓
8

ゆq

銀
行
だ
け
が
枢
密
院
司
法
委
員
会
に
上
告

し
た
。
上
告
人

は
船
主

は
船
荷
証
券
第

二
条

の

「
海
上
運
送

の
責
任
は
貨
物

の
運

送
人
と
し
て
も
又
は
貨
物

の
保
管
者
も

し
く
は
受
寄
者
と
し
て
も
貨
物
が
本
船
か
ら
荷
卸

し
さ
れ
た
後
は
完
全

に
終
了
す
る
し
と

の
規
定

で
免
責
さ
れ
従

っ
て
上
告
人
は
船
主

に
補
償
す
る
必
要

も
な
く
な

る
と
主
張
し
た
。

∪
①
護

。
σq

卿

は
ま
ず
、

船
主

は
船
荷
証
券

の
提
示
を
う
け
ず

に
貨
物
を
引
婆

ば
、

そ
れ
は
法
律
上

は
船
主
自
身

の
危
険
で
引
渡
す

こ
と
に
な
る
、
し
か
も
本
件

の
契
約

で
は
船
主

は
、
船
荷
証
券

に
ょ
る
権
利
謹

、
船
荷

証
券

の
蝶

を
う
け
て
貨
物
を
引
渡
す
べ
き

で

あ

っ
た

の

に
、

こ

の
よ
う

な
者

に
引
渡

さ
な

か

っ
た
。

こ
れ

は
明

ら
か

に
契
約

違

反

で
あ

る

と
云

う
。

も

っ
と

も
上

告

人

は
、

船

主

は
船

荷

証
券

の
第

二
条

で
免
責
さ
れ

る
と
主
張
し
た
.
先

に
示
し
た
よ
う
に
こ
の
条
項

の
文
号
口
は
極
め
て
抱
括
的
な
も

の
で
あ
る
。

圭

口
人

の

主
張

に
対

し
て

0
8

三
鵠
ぴq

卿

は
、
船
主
が

こ
の
よ
う
な
行
為

を
し
て
も
免
責
条
項
で
免
責
さ
れ
る
と

の
契
約
解
釈
が
可
能
な
ら
ぽ
、
船

主
綾

荷
を
行
き
ず
り
の
人
に
引
渡
し
《

撰

て
し
ま

っ
《

海
中
に
投
じ
て
も
免
責
さ
れ
.。
と
云
わ
盗

理
禦

通
ら
な
い
、

し
か
し
こ
れ
ら
の
場
盒

免
責
条
項

で
免
責
さ
れ

る
の
か
と
尋

ね
れ
ば
両
当
事
者
共
否
と
答

え
る
で
あ
ろ
う
♪
}云

い
、
更

に
次

の
さ

つ
な

見
解
を
示

し
た
。
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本
件

の
免
責
条
項

に
は
黙
示

の
限
界
が
あ
り
、
免
責
条
項

の
適
用
が

一
見
極
端
な
範
囲

に
迄
及
び
得
る
と
し
て
も
そ
の
よ
う
な
範
囲

は

切
り
落
し
て
い
る
。
解

釈
の
問
題
と
し
て
、
免
責
条
項

に
上
告
人
が
主
張
し
た
よ
う
な
不
合
理
な
効

果
を
認
め

る

こ

と

は
出
来
な

い
。

「
も

し
免

責
条

項

に

(上
施、
人
側
が
叢

し
た
考

な
)

極

端

な
範

囲

へ
の
適
用

を

認

め

る
と
、

契
約

の
主
な

目
的

と

意
図

に
矛

盾
す

る

こ

と

に
な
る
。
何
故
な
ら
ば

(本
件
の
運
送
)
契
約

は
同
席

の
判
事
諸
卿
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
船
会
社

に
よ
る
貨
物

の
正
当
な
引
渡

即

ち
、
船
荷

証
券

の
提
示

と
引
換

に
指
図
人
又
綾

受
人

に
引
渡
す

ン」
と
f

を
そ
の
青

的

の

;

と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
・
船
会
社

が
自
己

の
欲
す

る
ま
ま

に
誰

か
他

の
者
-
貨
物

の
引
渡

し
を
う
け

る
権
利

の
全
く
な
い
誰
か
に
貨
物
を
引
撃

こ
と
が
認
め
ら
れ
・

し
か

も
そ

の
結
果

に
つ
い
て
何
等
責
任
を
負
わ
な

い
と

い
う

の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
契
約

の
目
的

は
完
全

に
破
ら
れ

る
こ
と
に
な
ろ
う
・
故

に
こ

の
免
責
条
項

は
契
約

の
主
な
目
的
と
意
図
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
範
囲

に
制
限
さ
れ
る
か
変
更
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
喩
伽」

レ」
.」
で

U
。
昌
コ
凶づ
--

卿
は

。
婆

ロ

タ

ζ
帥
蓼

・
卿

三

垂

〉
・轟

と

ρ

舅

㊦
三
・
碁

。
ρ

聾

妻

事

]

一
〇
・即

ま
ト。
茜

這
切
己

》
・O
・
置
O

を
先

例

と

し

て
引

い
て

い
る
。

そ
れ

で
は
免
責

条

項

の
制

限

又

は
変

更

は
ど

の
程

度

迄
必

要

か
?

少
く
と
も
笙

が
貨
物
の
引
渡
し
に
関
す
る
霧

を
故
意
に

(二
曇

蒙

邑

無
視
す
る
こ
と
を
認
め
ぬ
程
度
に
制
限
又
は
変
更
す
べ
き

だ
と

U
。
コ
コ
帥口
αq

卿

は
云

う
。

本
件

で

の
船

主

の
代

理

人

の
行

為

即

ち
船

荷

証
券

の
提

示

を
う

け
ず

に
貨
物

を

引
渡

し

た

こ
と
ー
i

は
船
主

の
行
為
と
認
め
る
の
が
当
然
で
あ
り
、

代
理
人

は
契
約

の
基
本
的

な
債
務

(葺

:

ξ

什一豊

の

;

を
故
意

に
無
視
し
た

の
で
あ
る
、
如
何
鞍

裁
判
所
至

般
的
糞

口を
用
い
た
免
夏

項
の
肇

こ
の
よ
う
な
柔

的
違
反
を
見
逃
す
こ
と
は
出
委

い
と

同
卿
は
述
ぺ
て
い
る
。

∪
。
ロ
コ
一口
σq

卿

の
見
解
と
、

そ

こ
に
引
か
れ
た
諸
先
例
中

の
見
解
か
ら
、

卿

は
契
約

の
基
本
的
違
反
を
理
由

に
免
責
条
項

の
適
用
を
排

除
す

る
根
拠
を
免
責
条
項

の
解
釈

に
求

め
た
と
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
な

い
。

基
本
養

の
原
則
と
契
約
解
釈

に
ょ
る
免
責
条
項

の
排
除

或

は
制
限

の
関
係
籔

妙

と
云
え

る
。
契
約

に
は
青

的
が
あ
り
、
そ
れ
を
消
滅

芒

め
る
違
反
は
-

個

々
の
条
項

へ
の
違
反
で
山め
れ
・

(204)10



或

は
そ
れ
ら

の
違
反
の
綜
合

で
あ
れ
～
1

基
本
的
違
反
で
あ
る
、

こ
の
よ
う
な
基
本
的
違
反
を
免
責

し
な

い
よ
う
に
、
即

ち
契
約

の
主
目

的
を
否
定
し
な

い
よ
う
に
免
責
条

項
を
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
説

い
て
、
基
本
的
違
反
と
云
う
考
え
と
契
約

の
主
目
的
を
基
準
と
す
る
解

釈
の
考

え
を
結

び
付
け

る
こ
と
は
可
能

で
あ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
結

局
契
約

の
存
在
理
由
と
そ

の
中

の
免
責
条
項

の
限
界
と
云
う

解
釈

の
問
題

で
は
な

い
か
と

の
考
え
も
生
ず

る
で
あ

ろ
う
。

こ
れ
は
後

に
ま
た
問
題

に
な
ろ
う
が
、

一
般
的
な
契
約
解
釈

の
問
題
と
し
て

免
責
条
項
を
処
理

し
よ
う
と
す

る
考

え
は
根
強

い
も

の
が
あ

る
。
本
件

の

0
9

コ
冒
ぴq
卿

の
見
解

は
契
約
解
釈

に
よ
る
免
責
条
項

の
処
理

を
説
く
立
場

に

一
つ
の
根
拠

を
与

え
る
で
あ

ろ
う
。

し
か
し
同
卿

は
他

の
判
例

で
は
契
約
解
釈
を
直
接

の
根
拠
と
せ
ず

に
免
責
条
項

の
適

(
24

)

用
を
否
定
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。

③

尾
8

§

き

ρ

Φ
象

『

い
銭

.
〈
.
〉
薯

ω

口

㊤
①
卜。
]

b。

O
」
W
』

O
。。

契約の基本的違反

一
九
六
〇
年
代

に
入
り
、
基
本
的
違

反
の
原
則
或

は
そ
れ

に
類
似

し
た
考
え

は
屡

々
裁
判
所
で
主
張
さ
れ
、
争
わ
れ
、
判
断
を
受
げ
る

こ
と

に
な
る
。
一
九
六
二
年

と
翌
六
三
年

に
現
れ
た
三

つ
の

三
噌。
も
曇
6
冨

。。。
契
約

に
関
す
る
判
例

は
基
本
的
違
反

に
つ
い
て
説
く
と

こ

　
あ
　

う
が
多

い
。

そ

の

一
つ
は

尾
o
o
ヨ
鋤
コ

6
噌
o
象
榊
ω
Φ
『<
ざ
9

ピ
箆

慶
〈
・
〉
℃
℃
ω
口
㊤
爵
]

bこ
ρ

即

朝
O
Q。

で
あ

る
。
本
件

の
被

告

(被
控
訴
人
)

(=
.
}
.
》
℃
甥
)
は

寓
噌①
も
¢
零
げ
霧
。

で
中
古

自

動
車

を
取

得

し
た
。
原

告

(控
訴
人
)

は
融

資

会
社

(ゆ
訪
鋤
ゆ
。
。
.
。ヨ
℃
p
諮
団
)
で
あ

っ
て
自

動

車
商

G
か

ら
そ

の
自
動

車

を
購

入

し

、被

告

に

甑
叫。
も
霞

6
ゴ
霧
。
契

約

に
も
と
つ

い
て
賃

貸

し
た

。
自
動

車
商

G
が

そ

の
自
動

車

を
初

め

て
被

告

に
見

せ

た
時

は
夜

で
被

告

は
検

査
が

出
来
ず

短

い
試
乗

を
行

っ
た

だ

け

で
あ

っ
た
が

、

そ
れ

で
も
窓
硝

子

に
ひ
び
が

入

っ
て

い
る

旨

を

G

に
告

げ

た
。

G

は
そ

の
自
動

車

を

オ
ー
バ

ー

ホ
ー

ル
し
窓
硝

子

や

タ
イ

ヤ
を

取
換

え
る

と
答

え
た
。

被

告

は

三
噌
。
も
¢
『鳶
げ
鋤
。,。
契

約

を

一
九

五
九
年

四
月

一
=

日
付

で
原
告

と

の
間

に
締

結

し
た
が

引
渡

さ
れ

た
自
動

車

は
修

理

さ
れ

て

い
な

か

っ
た
。

こ

の
自
動

車

は
使

用

に
耐

え
ず

、
走

行
性

の
な

い
危

険

な
状

態

に
あ

り
、走

行
性

が

あ

る
と
合

理

的

に
認

め
ら

れ

る
状

態

に
す

る

た

め

に
は
少

く

と
も

七
〇

ポ

11(205)



ソ
ド
、
お
そ
ら
く
竺

○
○
ポ

ン
ド
乃
至

≡

○
ポ

ソ
ド
を
要
す

る
代
物

で
あ

っ
た
.

尚

こ
の
自
動
車

の

ぎ

智

爵

し.¢

価
格

は
五

七
四
ポ

ソ
ド
で
あ

っ
た
。
被
告
は
原
告
や
G
に
何
度
も
連
絡

し
た
が
何

の
措
置
も
と
ら
れ
な

か

っ
た
。
被
告
は
頭
金
と
三
回

の
賃
料

は
支

払

っ
た
が
そ

の
後

八
月
と
九
月

は
賛
料
を
支
払
わ
ず
、
原
告

は
十
月
九
日
に
契
約
第
四
条

に
も
と
つ

い
て
契
約
を
解
除

し
た
が
、
原
告

の

代

理
人

は
こ
の
自
動
車
が
自
走
出
来
な

い
た
め
牽
引
し
て
持

ち
帰

っ
た
。
原
告

は
賃
料

の
支
払
遅
延
分
及
び
契
約
違
反
等

に
対
す

る
損
害

賠
償
を
被
告

に
請
求
し
た
。

こ
れ

に
対
し
被
告

は
反
訴

(O
O
¢
昌
件O吋
O
一餌
一5P)
を
起
し
、
約
因

の
完
全
不
成
就

(8
芭

箪

一舞
。
9

8
琶

臼
塊
-

曽
ユ
。
ロ
)
を
理
由

に
既
に
支
払

っ
た
頭
金
と
三
回

の
賃
料
を
請
求
し
た
。
原
審
は
原
告

の
請
求
を
認
め
ず
、
被
告

の
反
訴
を
認
め
た
の
で
・

原
告

は
控
訴
裁
判
所

に
控
訴

し
た
。
本
件

の
寓
村Φ
も
貫
6
ぎ
ω
。
契
約

は
第

八
条

で

「
目
的
物

の
車
齢

、
状
態
、
品
質
、
目
的

へ
の
適
合
性

に

つ
い
て
所
有
者

(貸
主
)
は
何

の
担
保

(芝
母
錯
三
団
)
も
与
え
る

も

の

で

は

な

い
。

又
、

一
九
三
八
年

の

=
罵
①
・℃
ξ
9

霧
。
>
9

第
九

条

(第
八
条
の
誤
り
か
?

筆
者
)

第

一
項

に
よ
り
黙
示

に
認

め
ら
れ

る
も

の
を
除
き
、
黙
示

の
担
保
条
項
及
び
黙
示

の
条
件
条

項
は
本
条

に
よ
り
明
示

に
排
除
さ
れ

る
。」
と

の
免
責
条
項
を
定

め
て
い
た
。

原
告

は
こ
の
条
項

で

三
困
①
も
母
。
冨

ω①

契
約

の
目
的
物

で
あ
る
自
動

車

の
状
態

に
対
す

る
責
任
を
免
れ
る
か
が
争
わ
れ
た
。
本
件

で
は
先
ず
原
告

は

ぼ
困①
も
貫
。
ぎ
ω
Φ
契
約

に
よ
り
ど

の
よ
う
な
義
務
を
負
う

か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
=
o
ぎ

旨

「
Φ
母
8

判
事

は
、特
定
物

の
賃
貸
借

の
場
合

で
も
、
そ

の
物

の
理
疵
が
賃
借
人
に
明
白

で
あ

っ
て
賃
借
人
は
賃
貸
人

の
技
術
と
判
断

に
信
頼
し
た
わ
け

で
は
な

い
場
合
を
除
き
、
目
的
物
が
賃
貸
目
的

に
適
合
す
る
旨

の
担
保
条

項
・

条
件
条
項
又
は
そ
の
他
の
条
項
が
黙
示
に
存
在
す
る
こ
と
を
認
毒

本
件
で
管

的
物
の
重
大
な
幾

は
賃
借
人
に
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
。
故

に
目
的
物

に

つ
い
て
の
右

の
よ
う
な
黙
示

の
条
件
条
項
又
は
そ

の
他

の
条
項

は
先

に
示

し
た
第

八
条

の
規
定
で
排
除

(
27

)

さ
れ

な

い
限

り
存
在

す

る
と

し
て

い
る
。

本

件

と
同

じ

三
『。
も
二
『
9

霧
。
契

約

の
事

件

で
、
し

か
も

類

似

し
た
免

責
条

項

の
適
用

が
問

題

と

な

っ
た
も

の
に

区
震
し・巴
窃

(守

霧
舅

γ

ピ
巳
.
<
・
芝

塑
一一一ω
ロ
ゆ
ま

]

一
芝

.ピ
・戸

①
G。㊤
が

あ

る

。
こ

の
判
決

は
同

じ
控
訴

裁

判
所

が
、

融

資
会
社

は
若

し
走

行
出

来

な

い
状

態

の
自

(206)12



契約の基本的違反

動
車
を
引
渡
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
契
約
の
農

に
か
か
わ
る
基
本
的
蓮

反
と
な
る
か
ら
免
責
条
項
蝦

護
を
う
け
ら
れ
な
い
と
判
示

し

た

も

の

で
あ

る

と

頃
9
δ

覧

も

$

需

。

判

事

は

述

べ

、

∪
窪

口
ぎ
ひq

判

事

等

の
見

解

を

引

用

し

て

い

る
。

更

に

目
げ
Φ

O
螢
℃

℃
9。
一。
。。

冨

号

.
海

と

ζ

ッ
ト
ラ
ソ
ド

の
判
例

で
あ
る

℃
・
琴

貧

ρ

<
≧

9
§

¢
お
-。
N
・。
・
ρ

(鵠
・
ピ
・)
謹

を
引
用

し
、
何
れ

も
本
件

に
適
用
出
来

る
範
囲
で
本
件

に
適
用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
云

っ
て
い
る
。
次

采

件

の
害

自
動
車

の
状
態

で
あ
る
が
、
車
齢

の
割

に
老
朽
化
が
著
し
く
、
価
格
、
そ

の
自
動
車

へ
の
説
明

(舞

暑

雪

)
、
及
び
契
約
中

の
諸
条
項

に

薮

し
な

い
も

の
と
認
め
て
い

る
。

と

こ
ろ
で

三
HΦ
も
霞
。
げ
器
①

契
約

は
道
路

で
使
用

可
能
な
自
動
車

を
予
期

し
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。

道
路
で
使
用
可
能

な
可
動
車
を
賃
貸
す
る
こ
と

に
よ

そ

の
み
本
件

の
契
約

は
成
立

つ
の
で
あ
る
。
従

っ
て
.、
の
よ
う
な
自
動
車

を
賃
貸
す

る
.と

は
契
約

の
基
本
的
条
項
で
あ
り
、
問
題
は
本
件

で
そ
れ

へ
の
違
反
が
生
じ
た
か
で
あ

る
と

琴

豊

℃
.
・
.。
.

判
事

は
考

・そ

行
く
。

契
約

の

基
本
的
条
項

へ
の
違
反

の
有
簿

「
程
度

の
問
題

で
あ

っ
て
事
実

に
左
右
さ
れ
る
.

こ
の
よ
う
蓮

反
は
、
免
責
条
項

の
適
用

を

つ
け

る

　
　

　

条
件
条

項
と
は
重
要
性
と
深
刻
さ

の
点

で
異
な

る
も

の
で
あ

る
。
」

こ
の
見
蟹

よ
れ
ば
契
約

の
基
本
的
条
項

の
違
反
と
、
免
責
条
項

の
適
用
を
う
け
る
契
約

の
条
件
条
項

の
違
反
は
区
別
さ
れ

て
い
る
。

更

に
同
判
事

は
次

の
よ
う
轟

旨

の
見
蟹

示

し
て
い
る
。
個

々
の
幾

が
免
責
条
項

の
適
用
を

つ
け
て
も
、
そ
れ
ら
の
罷

が
全
体

と

し
て
は
契
約

の
不
履
行
・
契
約

の
履
行
拒
絶
、
又

は
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違
反
を
構
…成
し
、

所
有
者

(賃
貸
人
)
は
、

契
約

の
本

質

と

は
矛
盾

せ
ず
・
そ
れ
を
消
滅

芒

め
な

い
違
反

に
保
護
を
与
え
る
こ
と
の
み
を
意
図

し
た
免
責
条
項

の
保
護
を

つ
け
る
権
利
を
奪

わ
れ

(
31

)

る
こ
と
が
あ
る
。

い
く

つ
か

の
立
論

の
根
拠

を
こ
の
よ
う
な
見
解

か
ら

ひ
き
出
す

こ
と
は
可
能

で
あ

る
が
、
同
時

に
い
く

つ
か
の
問
題
点
も
指
摘
出
来

る

で
あ

ろ
う
。
例

え
ば

鵠
。
ぎ

冠

℃
窪
「8

判
事

は
免
責
条
項

に
は
法
律
上

一
定

の
枠
が
あ

る
こ
と
を
認
め
た
の
だ
と
説
く
の
は
不
可
能

で

な

い
。

同
時

に
・
同
判
事

は
、

一
定

の
違
反

に
保
護
を
与
え
る
こ
と
の
み
を
意
図

し
た
免
責
条
項
と
述
べ
て
い
る
か
ら
、

や
は
り
免
責
条

ユ3(207)



項
の
解
釈

の
問
題
と
し
て
本
件
を
処
理
し
た
の
だ
と
説
く

こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
.

更

に
同
判
事

は
、
免
責
条
項
の
適
用

の
な

い
違
反
を

契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違

反
と
説
明
し
て
い
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
こ
の
考

え
は
可
成
多
く

の
場
合

に
支
持
さ
れ

て

来

た
・

し

か

し
、
例
え
ば
契
約

の
条
件
条
項
と
の
区
別
と
云
う
困
難
な
問
題
は
残

っ
て
い
る
。

本
件
で
塞

本
的
違
反
は
存
在
し
た
の
か
.
国
・ξ

叢

餌
§

判
藻

原
嚢

判
官
の
認
定
を
採
用
し
、

問
題
の
害

自
動
車
は
公

導

の
使
用
に
婁

ず
従

っ
て
貸
主
は
契
約
の
柔

的
違
髪

行

っ
た
と
認
め
た
.
し
か
し
被
告
側
の
反
訴
が
全
面
的
に
認
め
ら
れ
た
わ

け

で
は
な

い
.
墾

口
の
主
張
す

る
約
因

の
完
全
不
成
就

の
成
立

は
否
定
さ
れ
た
の
で
あ

る
.
被
告

は
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
な
く
問
題

の

自
動
車
を
五
ヶ
月
乃

至
六
ヶ
月
間
占
有

し
た
。

三
回

の
賃
料
を
支
払

っ
て
、
契
約

の
効
力
を
認
め
て
い
た
.
従

っ
て
・
仮
令
そ

の
島

車

の
状
態
が
極
め
て
不
満
鰻

も
の
で
あ
り
、
そ
の
使
用
が
殆
ど
無
価
婆

め
コ
」
も
被
告
緒

因
の
完
全
不
成
就
を
主
張
す
る
こ
と
は
出

委

い
と
云
、つ
の
で
あ

る
。
結
論
と
し
て
は
被
告

に
竺

○
○
ポ

ソ
ド

の
損
害
賠
償
だ
け
が
認
め
ら
れ
、

八
月
分

の
賃
料

は
原
告

に
支
払

う
べ
き
も

の
と
さ
れ

た
.

し
か
し
そ

の
根
拠

は
必
ず

し
も
明
瞭

に
示
さ
れ

て
い
る
と

は
田
心
わ
れ
な
い
。
被
告
が
度

々
要
請

し
た

の
に
原
告

は
自
動
車
を
修

理
し
な
か

っ
た
か
ら
斉

に
簑

約
を
解
除
す

る
こ
と
が
出
来

て
、
自
動
車

の
受
領
を
拒
絶

し
た
と

=
.
ξ

α
℃
霞

6
.

判
事
は
述

べ
て
い
る

の
で
渠

的
違
反

ξ

い
て

の
従
来

の
考

・乏

従

っ
た
と
も
考

え
ら
れ

る
.

た
だ
免
責
条
票

あ

っ
た
の
に
損
害
賠

償

は
認

め
ら
れ
た
と

の
結
論
自
体
が
他

の
事
件

で
意
味
を
持

つ
可
能
性
が
あ
る
。

本
件
の
他
の
裁
判
官
の
中

ぎ

§

判
事
は
、

先
ず
動
産

(量

§

の
讐

人
は
そ
の
動
産
が
賃
貸
借
の
目
的
唇

理
的
に
適
合

鮪

ヒ日
を
.1

本
件
で
は
島

票

可
動
な
も
の
で
あ
る
こ
と
-

担
保
す
る

(8

ー

婁

)
と
の
法
は
明
ら
か
に
存
在

す

る
と
云

う
。
次

に
免
責
条
項

に

つ
い
て

「
当
事
者

の
意
思

に
従

ぞ

締
結
さ
れ
た
契
約

に
は
当
事
者

は
自
己

の
欲
す
る
事
項
を
契
約
文
言
と
し
て

入
れ
る
.」
と
が
出
来

る
の
は
勿
論

で
あ

る
.

し
か
し
私

の
轟

す
る
と

こ
ろ
で
は
免
責
条
項
は
・
契
約

の
目
的
物
が
動
肇

あ

る
場
合

に

は
、
基
本
的
条
件
条

項
と
呼
ば
れ
て
い
る
も

の
を
避
け
る
た

め
に
用

い
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
常

に
判
示
さ
れ
て
来

た
L
と

述

べ

て

い

CZos)lye



輸

)
本
件

で
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的
違
反
が
成
立
し
た
が
被
告
は
契
約
を
解
除

せ
ず
、
そ

の
結
果
、
約
因

の
完
全
不
成
就

の
主
張
は
認
め

ら
れ
な

い
と
し
た

の
は

鵠
o
ぎ

唄
α
℃
①
費
8

判
事

の
見
解
と
同
じ
で
あ

る
。

ま
た
、
じ
髪
一窃

判
事
は
、
通
常

の
契
約
違
反
と
契
約

の
基

　
　
　

本
的
違
反
を
区
別
し
後
者

に
独
自

の
存
在
を
認
め
る
見
解
を
示

し
て

い
る
。

契約の基本的違反

ω

》
ω
二
Φ
団

ぎ

ユ
島

ぽ
一
鉱

↓
讐

ω
『

ピ
巳

●
<
.
O
ユ
ヨ

一$

口

8

ω
]

H

≦

・い
・戸

α
Q。
劇

ハ
　
　

こ
れ

は

三
「⑦
も
霞
9

器
。

の
目
的
物

の
状
態

が

露
噌。
も
ξ

。
冨

器

契
約

に
対

す

る
基
本

的

違

反
と

は
さ
れ

な

か

っ
た
事
件

で
あ

る
。

そ

れ

で

は
圏
的

物

の
状
態

は
ど

の
よ
う

な
も

の
で
あ

っ
た

の
か
。

被
告

(控
訴
人
)

は
広
告

を

見

て
自
動

車
商

所

有

の
車
庫

を

訪
れ
、

そ

こ
で
自

動

車

商

の
代

理
人

C

に
、

使

用

目
的

や
希

望

の
価

格

を
告
げ

て
所

謂
ダ

ソ
プ

カ
ー

(二
℃
讐
昌
頓

く
。
三
.
一。)

の
良

い
も

の
は
あ

る

か

と
尋

ね

た
。

こ

の
時

に
被

告

は
貨

物

運
送
業

の
資
格

を
持

ち
営
業

を
拡

大

し
た

い
が

ダ

ソ
プ

カ
ー

の
操

作

は
未

経
験

で
あ

る

こ
と

も
話

し

た
。

C
は
車

齢

六
年

の
べ

ヅ
ド

フ

ォ
ー
ド

を
示

し
、

こ
れ
が

最

も
御

満

足

の
行
く

も

の
で
す

と
云

う

意
味

の

こ
と

を
云

っ
た
。

被

告

は
そ

の
貨
物

自
動

車

を
試

乗

し

た
と

こ
ろ

い
く

つ
か

の
蝦
疵

を

認

め
た

の
で
、

そ

の
こ
と

を

C
に
告
げ

た
と

こ
ろ
、

C

は
直

ち

に
修

理
す

る
と

約

束

し

た
。

被

告

は
融

資
会

社

で
あ

る
原
告

(被
控
訴
人
)
と

三
お
も
霞

。
ゴ
霧
①

契
約

を
締
結

し

た
。

こ
れ

は

一
九

六
〇
年

四
月

二
五

日

の
こ
と

で
あ

る
。

こ

の

巨
門㊦
も
霞

6
ぎ

。・。

契

約

で
被

告

は
自

己

を
貨
物

運
送
業

者

と

表
現

し
て

い
る
。

目

的
物

は

一
九
五

四
年

三
月

三

一
日

に
製

造

又

は
初

め

て
登

録
さ

れ

た

ベ

ッ
ド

フ

ォ
ー
ド
放

下
車

と

記
載

さ
れ

て

い
た
。

被

告

は
、

契
約

書

に
署

名

す

る
前

に
、

そ

の

貨
物

自
動

車

を

検

査

し
、
良

好

な
状
態

に
あ

る

こ
と

に
満

足

し
た

と

の
文

書

も
あ

っ
た

。
更

に
本

三
「・
も
口
噌
。
げ
帥
ωゆ

契

約

の
第

三
条

に
は

「
賃

借

人
が

自
動

車

の
引
渡

を

う
け

た

な

ら
ば

、賃

借

人

は
そ

の
自
動

車

を

既

に
検

査

し

、且

つ
そ

れ

が
良

好

な
状
態

に
あ

り
、

す

べ

て

の

点

で
満

足
す

べ
き

も

の
で
あ

る

こ
と

を
最
終

的

に
認

め

た
も

の
と
す

る
。

一
九

三

八
年

及
び

一
九

五
四
年

の

一
琴

。
も
信
噌6
げ
9、
ω。
〉
。
件
に

よ
り
黙
示

に
認
め
ら
れ

る
勘

を
除
き
、
所
薯

(貸
主
)

は
島

車

の
状
態

又
は
讐

に
つ
い
て
担
保
芋

、

ま
た
、
上

に
定

め
た
場

15(209)
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合

を
除
き
、
自
動
車

の
説
明
、
修

理
、
品
質
又
は
如
何

な
る
目
的

へ
の
適
合
性

に

つ

い

て

の
担

保

は
本
契
約

に
よ

っ
て
排
除
さ
れ
る
L

と
規
定
さ
れ

て
い
た
。
被
告

は
四
月

二
五
日

に
引
渡
さ
れ
た
貨
物
自
動
車
を
見
た
と
こ
ろ
依
然
と
し
て
前

に
発
見
し
た
暇
疵
が
あ
り
・

C

は
四
月

三
〇
日
迄

に
修

理
す
る
と
約
束
し
た
。
四
月
三
〇

日
に
な

っ
て
も
自
動
車

の
状
態

は
改
善
さ
れ

て
い
な
か

っ
た
が
被
告

は
異
議
を

留
保

し
て
そ

の
自
動
車
を
引
取
り
仕
事
を
始

め
た
。
と

こ
ろ
が

五
月
早

々
故
障
発
生

し
、
被
告

は
L

の
車
庫

で
修
理
と
全
体

の
検
査
を
行

わ
せ
た
と

こ
ろ
多
く

の
暇
疵
が
発
見
さ
れ
た
。

五
月
九

日
頃
被
告
は
自
動
車
商

に
電
話
し
、
自
動
車

に
多
く

の
蝦
疵
が
発
見
さ
れ
た
が
修

理
費

の
支
払

に
同
意
す

る
か
と
尋
ね
た
。
自
動
車
商

は
修

理
費

の
半
額
を
負
担
す

る
こ
と
と
し
被
告
は
そ
れ
を
受
領

し
た
。
修

理
後
そ
の

貨
物
自
動
車

は
可
成
酷
使
さ
れ
た
が

六
月

に
三
回

の
事
故
が
起

り
特

に
最
後

の
ク
ラ

ッ
チ
の
破
損

は
修
理
費
も
多
額

に
の
ぼ
る
は
ず

の
も

の
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
本
件

の
原
審
裁
判
所

の
認
定

で
は
、
修
理
す
れ
ば
被
告

は
尚
利
益
を
あ
げ
得
る
と
云
う
こ
と
で
あ

っ
た
。
七
月

一
五
日
に
被
告

は
原
告

(融
資
会
社
)

に
支
払

を
継
続
出
来
な

い
こ
と
及
び
契
約

を
取
消
す

こ
と
を
書
面

で
知

ら
せ
た
。

七
月

二
六
日
に

原
告

は
被
告

の
書
面
を
契
約

の
履
行
拒
絶
と
取
扱

う
こ
と
、
追

っ
て
請
求
を
行
う

こ
と
を
被
告

に
告
げ

て

い

る
。

原
告

は
支
払
遅
延

の

賃
料

に
加
・そ

、
整

口
の
違
法
な
契
約
解
除

に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

こ
れ

に
対

し
て
被
告
は
、
問
題
の
貨
物
自
動
車
が
そ

の

賃
貸
借
目
的

に
合

理
的

に
適
合
す

る

.」
と

は
契
約

の
黙
示

の
条
件
条
項
又
塞

本
的
条
項

で
あ

る
、

こ
れ

に
違
反
し
て
本
件

の
貨
物
自

動
車

は
賃
貸
借

の
目
的

に
適
合

し
な
か

っ
た
、
故

に
被
告

は
契
約
解
除
権
を
有
す

る
と
抗
弁
し
た
。
更

に
被
告

は

反

訴

を

行

っ
て
、
自

動
車

の
理
疵

の
修
理

に
要

し
た
金
額

を
損
害
賠
償
と
し
て
請
求

し
た
。
原
審

で
は
被
告

の
主
張

は
認
め
ら
れ
ず
、
被
告

は
控
訴
裁
判
所

に

控
訴
し
た
.
控
訴
裁
判
所
も
、
歴

。と
整

、
の
間
に
は
貨
物
自
動
裏

そ
の
賃
貸
借
目
的
唇

理
的
に
暮

す
る
と
の
黙
示
の
条
件
条
項

又
は
基
本
的
条
項
は
整

、
の
主
張
す
る
通
り

に
存
在
す
る
が
原
告

は
そ
れ
に
砒漫

し
な
か

っ
た
と
判
示
し
た
。
本
件

の
被
告
は
貨
物

運
送

業

者

で
あ

る

こ
と
、

貨

物

自
動

車

を

一
定

期

間

可

成
酷
使

し
た

こ
と

等

の
事
実

は
あ

る
。

し

か
し

他

の
事

件

、
例

え
ば

前

に

紹

介

し

た

団
。
。
ヨ
鋤
昌

O
聴
。
創
ぢ

犀

α
.
<
.
》
巷

、

口
㊤
①
b。
]

b。
ρ

じU
.
㎝
o
。。
と
較

べ

て
見

る
と

、
本

件

の
自
動

車

の
状

態
が

契
約

の
基
本

的
条

項

に
違

反
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契約の基本的違反

し
な
か

っ
た
と
云
う
こ
と

に
は
疑
問
も

生
ず

る
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
本
件
で
は
基
本
的
違

反
が
あ

っ
た
場

合
、
違
反
し
た
当
事
者

は
免
責

条
項

の
保
護
を
う
け
ら
れ
る
か
は
直
接

の
問
題
と
さ
れ
な
か

っ
た

の
で
あ

る
。
従

っ
て
裁
判
官

の
議
論
も
、

三
『①
も
o
村。
ゲ
餌
ωo
契
約

で
は

目
的
物

に
つ
い
て
ど

の

よ

う

な
黙
示

の
条
件
条
項
或
は
基
本
的
条
項
が
認

め
ら
れ
る
か
、
本
件
で
原
告
は
そ

の
よ
う
な
黙
示

の
条
項

に

違
反
し
た
か
否

か
が
中

心
と
な

っ
て

い
る
。

し
か
し
基
本
的
違
反
と
免
責
条
項

の
適
用

に
つ
い
て
の
見
解
も
示
さ

れ

て

い

る
。
例

、兄
ば

¢
蕊
。
冨

判
事

は
自
動
車

の
賃
貸
借
契
約
で
は
先
ず
第

一
に
賃
貸
さ
れ
た
自
動
車

は
契
約

で
定

め
ら
れ
た
説
明

(鎚
.・。。
.
凶℃
甑
。
コ
)

に

一
致

す
る
と
の
黙
示
の
条
票

存
在
す
重

舞

・
笙

一旨

動
車
は
合
理
的
な
技
術
と
判
断
が
可
態

す
る
程
度
に
そ
れ
の
讐

目
的
量

合
す

る
と

の
黙
示

の
条
項
が
存
在
す

る
。
d
』
o
ぎ

判
事

は
前
者

は
契
約

の
基
本
的
条
項
で
あ
る
と
云
う
。

そ
れ

へ
の
違

反
が
あ
れ
ば
賃

借
人
箋

約
を
篠

す
る
こ
と
が
出
乳
攣

又
・
そ
の
条
覆

「契
約
の
蒙

的
条
項
で
あ
る
か
ら
貸
主
は
免
責
条
票

如
何
に
広
翻

な
意
味

の
文
言
を
用

い
て

い
て
も
免
責
条
項

に
よ

っ
て
基
本
的
条
項

へ
の
責
任
を
排
除
す

る
こ
と
は
出
来
な

い
。
そ

の
理
由

は
契
約
当
事

者

の

一
方
が
賃
貸
す

る
こ
と
を
契
約

で
定

め
た
も

の
を
引
渡
さ
ず
、

そ
れ
と
は
本
質
的

に
異
る
も

の
を
引
渡
し
た
こ
と

へ
の
免
責
を
法

は

お
　

認

め
な

い
と
云

う
単
純
明
瞭
な
も

の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
と
実
質
上
同
じ
考
え
は
例
え
ば
売
買
契
約

へ
の
違

反
に
免
責
条
項
が
適
用
さ
れ
る
か
と
云
う
問
題
を
判
断
す

る
た
め
に
採
用

さ
れ

て
麹

・
但
し
引
婆

れ
た
物
品
が
契
約
三

致
す
る
か
否
か
或
は
契
約
で
定
め
た
物
品
へ
の
説
明
に
一
致
す
る
か
否
か
の
判
断
は
必
ず

し
も
容
易

で
な

い
。
例

え
ば
自
動
車

の
売
買
又
は
賃
貸
借
で
契
約

の
定

め
た
も

の
と
は
異
種

の
自
動
車
を
引
渡

し
た
り
、
自
動
車

以
外

の

車
両
を
引
渡

し
た
時
は
事

は
簡
単

で
あ

る
。

し
か
し
契
約

で
定

め
た
も

の
と
同
じ
種
類

の
自
動
車
が
引
渡
さ
れ

た
場
合

で
も
、

そ
れ

の
暇

疵

の
状
態

に
よ

っ
て
は
契
約

に
違
反
す
る
或

は
約
定
さ
れ
た
説
明

に
合
致

し
な

い
と
論
ず

る
余
地
が
あ
る
。

¢
蕊
。
ぎ

判
事
も
引
渡
さ
れ

た
自
動
車
が
貸
主
の
基
本
的
債
務

に
合

致
す

る
か
否
か
は
事
実

の
問
題
と
し
て
決
せ
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
大
き
く
、
夫

々
の
事
件

の
事
情

に

よ

っ
て
判
断
さ
れ
る
と
云
う
。

こ
の
判
断

に
は
種

々
の
要
素
が
関
連
す
る
。
例
え
ぽ
自
動
車
を
合
理
的
な
程
度

に
修

理
さ
れ
た
状
態

に
す
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る
た
め
に
多
額

の
金
銭
と
長

い
時
間

を
必
要
と
す
る

こ
と
は
契
約

の
基
本
的
条

項

に
自
動
車
か
合
致
し
た
か
否

か
を
決
す
る
上

て
最
も
重

(
42

)

要
な
事
情

で
あ

る
と
同
判
事

は
述

べ
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
基
準

に
よ
る
と
本
件

の
貨
物
自
動
車

の
状
態

は
基
本
的
条
項

に
反
す
る
と

の

考
え
も
成
立
ち
そ
う
で
あ

る
が
、
控
訴
裁
判
所

は
そ
の
よ
う
に
認
め
な
か

っ
た
。

こ
の
辺
か
基
本
的

違
反

の
原
則
を
適
用
す

る
際

の
微
妙

な
点

で
あ
り
問
題
点

で
も
あ
ろ
う
。

二
番
目

の
黙
示

の
条
項

自
動
車

は
、

合

理

的

な
技
術
と
判
断
が
可
能

に
す
る
程
度

に
賃
貸
目
的

に
適
合
す

べ

き

こ

と
ー

は

C
巴
。
ぎ

判
事

に
云
わ
せ
る
と
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
条
件
条
項
で
は
な
く
、

そ
れ

に
違
反
が
あ

っ
て
も
当
然

に
契
約
解
除
権

は
生

じ

(
招
)

な

い
。
違

反

の
な

い
当
事

者

は
損

害

賠
償

の
請

求

を
行

え

る

だ
け

で
あ

る
。従

っ
て
契

約

法

の

一
般

原

則

に
よ
る
と

こ

の
条

項

は
担

保
条

項

(♂<
㊤
門吋餌
嵩
{気
)

の
範
疇

に
含

ま
れ

る
。

し
か

し

ご
三
呂

コ

判
事

は
契

約

条
項

を
条
件

条

項
と

担
保

条

項

の
何
れ

か

に
帰

属

さ

せ

て
そ

の

(
44

)

効
果
を
決
定
し
て
了
う
考
え
を
批
判

す
る
。
本
件

で
も
、
自
動
車
が
賃
貸
借

の
目
的

に
適
合

し
な

い
場
合
、
そ
れ
が
契
約

の
根
底

に
か
か

わ
る
違

反
と
な
り
契
約
解
除
権
を
成
立
さ
せ
る
可
能
性

の
あ
る

こ
と
を
認

め
て
い
る
。
例

え
ば

二
年

間

の

三
「
。
も
霞
∩
ぎ

器

契
約
で
、
引

渡
さ
れ

た
自
動
車

に
重
大

な
理
疵
が
あ

っ
て
も

タ
イ
ヤ
が

つ
い
て
い
な

い
、
或

は
点
火
栓

や
気
化

器
が
作
動
し
な
い
と
云

っ
た
ー
ー

賃
借
人

は
常

に
契
約
を
解
除

で
き
る
も

の
で
は
な

い
。
賃
貸
人

は
短
時
日
で
こ
れ
ら
の
蝦
疵
を
除
去

で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し

て
、

一
定

の
時
間
内

に
或

る
場
所
迄
走
行
す
る
と
云
う
目
的
が
賃
貸
人

に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
に
引
渡
さ
れ
た
自
動
車

に
鍛
疵
が
あ
れ

は

契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違

反
と
な
る
。

ま
た

こ
の
よ
う
な
違
反
は
契
約

の
基
本
的
違
反
と
な
る
こ
と
が
あ
ろ
う
と

こ
蕊
c
喜

判
事

は

(
45

)

述
べ
て
い
る
。

¢
蕊
。
ぎ

判
事

の
見
解

は
契
約

の
基
本
的
違
反
の
原
則
が
存
在
す
る

こ
と
を
前
提

に
し
て

い
る
。

そ
う
し
て

こ
の
原
則
が
適
用
さ
れ
免

責
条
項

の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
た
め

の
要
件
を

よ
り
詳
細

に
定
め
よ
う
と
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
。
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契約の基本的違反

⑤

O
冨

洋
①
島

o
蕊

Φ

σ
『
a

諄

O
o
.鴇
い
巳

・
<
.
↓
o
=
剰

口

8

呂

b。

O
.ゆ
.
①
。。
い

　
ぬ

　

こ
れ
も

ζ
懸
Φ
-℃
ξ
〔
冨

器

契
約

に
関
す
る
判
例

で
あ
る
。

結
論
で
従
来

の
諸
判
例
で
は
必
ず
し
も
明
瞭
で
な
か

っ
た

結
果
を
認
め
、

基
本
的
違
反
の
原
則

の
効
果
を
拡
大

す
る

こ
と
と
な

っ
た
。

し
か
し
こ
の
事

は
同
時

に
本
判
例
を
批
判

の
対
象
と
す

る
可
能
性
も
生
ぜ
L

め
た
の
て
あ

る
。
本
件

の
事
実
は
次

の
よ
う
な
も

の
て
あ

っ
た
。

一
九
六
〇
年

一
二
月

三
〇
日
被
告

(控
訴
人
)

(旨
』

邑
↓
c
ξ
・)

は
原
告

(被
控
訴
人
)

(o
ず
餌
轡
櫛Φ
筈
。
奮
。
9
&
騨

∩
9
ζ
ε

と

の
間

に
中
古
自
動
車

の

窯
hΦ
も
霞
∩
訂
給

契
約
を
締
結
し
た
。

期
間

は
二
年

で

あ

る
。

こ
の
契
約

の
第

五
条
は

「
(融
資
会
た
)
は
自
動
車
を
明
示
の
担
保
条
項
若

し
く

は
条
件
条
項
又

は
制
定
法
上
認
め
ら
れ

る
黙
示

の

担
保
条
項
若
し
く

は
条
件
条
項
を
付

し
て
引
渡
す
も

の
で
は
な

い
。
賃
借
人
は
当
該
自
動
車

の
暇
疵
か
ら
直
接
又
は
間
接

に
生
じ
た
請
求

を
融
資
会
社

に
対

し
て
行

え
ず
、
そ

の
よ
う

に
生

じ
た
第

三
者

か
ら
の
請
求

に
対

し
て
融
資
会
社
及
び
そ

の
継
承
人
又
は
権
利
譲
受
人

の

責
任
を
補
償
す

る
。
但
し
自
動
車

の

}膏
¢
も
ξ
。
ぎ

器

価
格
が
三
〇
〇
ポ

ソ
ド
を
超
え
な

い
場
合

は
、本
条
項

の
適
用

は

=
一器
≒
霞
6
冨

器

>
9

の
第
八
条
第

二
項

に
よ

っ
て
認

め
ら
れ

る
特
定
目
的

へ
の
適
合
性

の
黙
示

の
条
件
条
項
(
こ
れ
は
本
契
約
に
ょ
っ
て
明
示
に
排
除
さ
転
魂
)

に
限
定
さ
れ
、

且

つ

(中
古
自
動
車
の
場
A筒
に
は
)
そ

の
自
動
車
が
商
品
性
を
有
す
る
旨

の
条
件
条
項

に
限
定
さ
れ

る
も

の
と
す

る
」

と
定

め
て
い
た
。

又
第

一
〇
条

で
融
資
会
社

は
、
賃
借
人
が
支
払
期

の
到
来

し
た
賃
料
を

一
回

で
も
支
払
わ
な
か

っ
た
場
合

は
契

約

を

解

除

し
、
自
動
車
を
取
戻
す
権
利
が
あ
る
こ
と
を
定
め
、
契
約
が
解
除
さ
れ

た
場
合

に
融
資
会
社
が
賃
借
人

に
請
求
出
来

る
金
額

は
第

一
四
条

に
定

め
ら
れ
て

い
た
。

被
告

(賃
借
人
)
は
頭
金

の
支
払
後
、

賃
料

は

一
度
も
支
払
わ
な
か

っ
た
。

そ

の
理
由

は
自
動
車
を
走

ら
せ
た
と

こ
ろ
後
車
軸

に
重
要

な
理
疵
を
発
見

し
た
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
蝦
疵

は
以
前

の
衝
突

で
生
じ
た
も

の
で
修
理
が
不
完
全
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
自
動
車

に
は

他

に
も
軽
微
な
蝦
疵
が
あ

っ
た
。
完
全
な
修
理

に
は
五
〇
ポ

ソ
ド
程
度
を
必
要
と

し
た
が
被
告

に
は
そ
れ
を
毎
月

の
賃
料
と
併
せ
て
支
払

]9×213)



う

こ
と
は
困
難

で
あ

っ
た
。
そ

こ
で
原
告

(融
資
会
社
"
賃
貸
人
)

に
支
払

の
猶
予
を
求
め
三

ケ
月
ば
か
り
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
た
。

と
こ

ろ
が
被
告

は
病
気

で
入
院

し
自
分

で
は
そ

の
自
動
車

を
二
度

し
か
使
用
し
な
か

っ
た
。
賃
料

の
支
払

は
全
く
な
か

っ
た
た
め
原
告
は
契
約

第

一
〇
条

に
も
と
つ

い
三

九
杢

年

四
月

二
四

日
に
契
約

を
解
除

し
、
自
動
車
を
取
戻
し
て
第

三
者

に
売
却

し
た
。
歴

、
は
墾

、賠
償

を
請
求
す
る
・

こ
れ

に
対

し
て
被
告

は
、
自
動
車

は
賃
貸
借
さ
れ
る
目
的

唇

理
的

に
暮

す
べ
き

で
あ

る
と
云
う
契
約

の
基
本
的
条
項

に
原
告

は
違
反
し
た
と
主
張

し
、

そ
の
自
動
車
は
自
動
車
と
し
て
使
用
出
来
ず
、
走
行
性
が
な
く
、
且

つ
危
険
な
状
態

で
あ

っ
た
か
ら
受

領
を
拒

ん
だ

の
だ
と
抗
弁
し
た
。
被
告

は
反
訴
を
起

し
、
約
因

の
完
全
不
成
就
を
理
由

に
頭
金
と
し
て
支
払

つ
た
金
額

の
返
還
、
自
動
車

に
つ
け
た
二
箇

の
新
し

い
タ
イ
ヤ
の
費
用
、
及
び
損
害
賠
償

の
支
払
を
請
求

し
た
。
原
審

は
原
告
側

の
基
本
的
違

反
は
認

め
た
が
、
被
告

は
契
約

を
尚
存
続
す
る
も

の
と
扱

っ
た
と
し
た
。

し
か
し
こ
の
場
合

で
も
整

鳳
は
原
出
口
の
基
本
的
違
反
に
対

し
て
墾

、賠
償
を
請
求
出
来

る
と
云

っ
て
被
告

の
請
求

の

一
部
だ
け
を
認
め
た
。
被
告

は
こ
れ
を
不
服
と
し
て
控
訴

す
る
。
歴

、
も
、
契
約

の
基
本
的
違

反

は

行

わ

ず
・
仮

に
違
反
が
あ

っ
た
と
し
て
も
先

に
紹
介
し
た

三
『。
も
貫
6
ぎ

召

契
約

の
第

五
条
で
免
責
さ
れ
る
と
主
張

し
た
。

原
告

は
契
約

の
基
本
的
違
反
を
行

っ
た
か
否
か
が
先
ず
問
題

に
な
る
。
原
告
は
、
原
審

の
裁
判
官
が

こ
の
自
動
車

に
浴
び
せ
た
色

々
な

形
容
が
事
実

で
あ

っ
て
も
、

こ
の
自
動
妻

賃
借

人

に
引
渡

荏

契
約

の
履
行
と
な

.窒

主
張
し
た
。
例
え
ば
操
舵
装
置

猫

疵

の
あ

.。

自
動
車

は

「
使
用

に
不
適
当
」

で
あ
り

「
走
行
性

を
全
く
欠
く
」
か
も
知
れ
な

い
が
、

そ
の
自
動
車

の
修
理
が
簡
単

で
費
用
が

か
か
ら
ぬ

こ
と
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
蝦
疵

は
誰
も
契
約

の
基
本
的
違
反
に
な
る
と
は
云
わ
な
い
で
あ
ろ
う
と
云
う

の

で

あ

る
。
控
訴
裁
判
所

の

こ
。
コ
o
奉

口

判
事
も

こ
の
見
解

は
認
め
た
け
れ
ど
も
、

本
件

で
は
原
告

は
契
約

の
基
本
的
違
反
を
行

っ
た
と
云
う
原
審

の
裁
判
官

の
認
定

に
は
干
渉

し
た
く
な

い
と
述

べ
て
い
菊

同
製

に
よ
る
と
後
轟

の
暇
疵

は
極
め
董

大

で
農

な
も

の
に
な
る

.」
と
が
あ
る
.
賃
借

人
が
馨

会
社

か
ら

琴

Φ
-三

.
蓼

・

で
自
動
車
を
取
得
す
る
契
約
を
締
結
し
た
場
合
、

修
理
す
る

の
に
可
成

の
支
出
を
要
す
る
蝦
疵

蓄

動
車

に
あ
る
こ
と
は
賃
借
人

の
最
も
望
ま

ぬ
と

こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
原
審

の
裁
判
寡

こ
の
よ
,つ
含

動
車

の
引
婆

全
く
契
約

の
履

(2.14}20



契約の基本的違反

行

に
な

ら
な
い

云

い
換
え
れ

は
融
資
会
社

は
契
約

へ
の
基
本
的
違
反
を
行

ウ
た

と
料
断
し
た
こ
と
は
法
律
上
誤
り
て
な
い
と
云

(
49

)

、

う
の
で
あ

る
。

問
題
は
基
本
的
違
反
は
成
立
し
た

の
に
被
告

は
契
約

を
解
除

し
な
か

っ
た

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
結
果
、
被
告
側

に
契
約
違
反
が
あ
れ
ば

被
告

は
損
害
賠
償
責

任
を
負

う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
本
件

で
被
告

の
契
約
違
反
と

は
融
資
会
社
が
契
約

を
解
除

し
た
時

に
既

に
支
払
期

(
50

)

が
到
来

し
て
い
た
三
ヶ
月

分
の
賃
料
を
支
払
わ
な
か

っ
た
こ
と
だ
け
で
あ

る
。
他
方
、

先
に
述
べ
た
よ
う

に
融
資
会
社

(原
告
)

側

に
基

本
的
違
反
は
あ

っ
た
と
認
め
ら
れ
た
が
契
約

の
第

五
条

で
免
責
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
第

五
条

の
意
味

に
つ
い
て
は
双
方

の
弁

護
士
が
議
論
を
し
て

い
る
が

U
。
8

く
き

判
事

は
こ
の
第

五
条

の
正
し
い
解
釈
は
何

か
を
決
定
す

る
必
要

は
な

い
と
云
う
。
何
故

か
。
そ

れ

は
近
項
屡

々
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に
契
約

の
基
本
的
違
反
、
即
ち
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違
反
が
あ
れ
ば
、
違
反
し
た
当
事
者

は

(
51

)

免
責
条
項

の
保
護
を
う
け
る
権
利
を
失
う
か
ら

で
あ

る
。
∪
§

。
<
雪

判
事

は

隊
母
。。
巴
窪

(=
ロ
『
噌O
♂<
)
㌧
]「
仲O
量
く
。
ぐ
く
鶴
=
凶ω
[
一㊤
α
O
]
一
!～、髄

ピ
鶉
・
¢
器

中

の

U
。
コ
三
昌
αq
判
事

の
見
解
を
引

い
て
、
そ
れ

に
示
さ
れ
た
原
則

は
被
控
訴
人

(融
資
会
社
)側

の
弁
護
士

(ω
冨
芝

氏
)
の
主

張
で
否
定
さ
れ
な
い
限

り
本
件

に
も
適
用
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
云

っ
て
い
る
。
ω
富

≦

氏

の
主
張
は
、
控
訴
人

(賃
借
人
)が
基
本
的
違
反
を

理
由

に
契
約
を
解
除

せ
ず
、
契
約
を
尚
存
続
す
る
も

の
と
取
扱
う
途
を
選
ん
だ
場
合
、
控
訴

人
は
契
約

の
効
力
を
確
認
し
た

の
で
あ
る
か

ら
、
契
約

の
他
の
条
項
と
同
様

に
そ

の
第

五
条

に
も
拘
束
さ
れ
る
、
従

っ
て
賃
借
人
は
契
約

違
反

に
対
し
て
損
害
賠
償
を
請
求

し
て
も
融

資
会
社
は
第

五
条
を
根
拠

に
そ
の
よ
う
な
請
求
を
排
除
出
来

る
と
云
う

の
で
あ
る
。

こ
の
議
論
は
例
え
ば

じ
。
≦
回口

卿
が
先
例

で
示
し
た

見
解

に
よ
れ
ば
充
分

に
成
立

つ
も

の
で
あ

る
。
し
か
し
本
件

で
は

∪
。
ぎ

毒

路

判
事

は
被
控
訴
人

(融
資
会
社
)
側

の
主
張
を
斥
げ
た
。

判
事

は
次

の
よ
う

に
述

べ
て
い
る
。

「
私

は
、
融
資
会
社

の
基
本
的
違
反
に
も
か
か
わ
ら
ず
賃
借
人
が
契
約
を
尚
存
続
す
る
も

の
と
取
扱

う
行
為
を
ど

の
よ
う

に
呼
べ
ば
正
確
か
と
云
う
事

で
問
題
が
決
定
さ
れ

る
と
は
思
わ
な

い
。

…
…
賃
借
人
が
契
約

の
効
力
を
認

め
る
代
り

に
契
約
を
消
滅
し
た
も

の
と
取
扱
う

こ
と
を
選
び
、

直
ち

に
基
本
的
違
反

に
対
す

る
損
害
賠
償
を
請
求

し
た
場
合

に

(本
契
約
の
)
第

五

21(X15)



条
が
融
資
会
社

に
と
り
何

の
役

に
も
た
た
な

い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ

る
。
問
題

は
こ
の
よ
う
な
状
態
が
、
賃
借
人
が
択

一
的
な
救
済
手
段

の
中

の
他

の

一
つ
を
選

ん
だ
た
め
に
、
即
ち
契
約

の
効
力
自
体

は
否
定
し
て

い
な

い
こ
と
に
よ

っ
て
、
覆
え
る
か
で
あ
競
ゴ

こ
の
点

に
つ
い
て
直
接

の
先
例
が
な

い
こ
と
は

O
。
唇

く
き

判
事
自
身
も
認
め
て
い
る
。

し
か
し
判
事

は

「
賃
借
人
が
、
基
本
的
違
反

に
対
す
る

一
つ
の
救
済
手
段
を
他

の
救
済
手
段

の
代

り
に
選

ん
だ
事
実

は
、

こ
の
よ
う
な
違
反
が
あ

っ
た
時

に
免
責
条
項
が
効
力
を
有
し

(
53

)

な

い
と
云
う
こ
と

に
原
則
上
何

の
変
化
も
生
ぜ
し
め
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
云

っ
て

い
る
。
更

に
同
判
事

は
、
契
約
当
事
者
が
相
手
方
当

事
者

に
基
本
的
違

反
が
あ

っ
た

の
に
契
約
を
存
続
す
る
も

の
と
取
扱

い
、

し
か
も
契
約
中

に
本
件

の
契
約
第
五
条

に
類
似
し
た
免
責
条
項

が
存
在

し
た

の
に
違

反
に
対
す

る
損
害
賠
償
を
認
め
た
先
例
と
し
て
貴
族
院

の
二

つ
の
判
例

勺
。
二
。
島

露

O
ρ

<
、
ζ
零
「蓉

一¢
卜。
吋

(
54

)

しり
・ρ

ヘエ
・「
)

ち
ト。
と

芝

m雲

ψ

の
o
コ

卿

!く
o
一デ

<
・
七
3
偉

熟

=
3
5
窮

ロ
¢
一
一]

>
b
・
も。㊤
蒔

を

あ
げ

て

い
る
。

も

っ

と

も

こ

れ
ら

の
判

例

で
本
件

の
融
資

会
社

側

が

行

っ
た
よ

う
な

主
張
が

な
さ

れ
、

裁

判
所

が

そ
れ

を
考

察

し

た
か

は
明

ら

か

で

な

い
。

し

か
し

U
8

0
<
磐

判

事

は
、

若

し
之

等

の
事

件
当

時

に

こ

の
よ
う
な

主
張

を
行

え

た
な

ら
ば

当

事
者

は
行

っ
た

は
ず

で
あ

り
、

裁
判

所

も
そ

れ

(
55

)

を
見

逃
す

は
ず

は
な

い
と
云

っ
て
、
本

件

の
融

資
会

社

側

の
主

張
も

成

立

し
な

い
と
判

断

し
た

の
で
あ

る
。

違

反

の
な

い
当

時
者

が
契

約

を
解

除

し
な

く

て
も

違

反
し

た
当

時
者

は
免
責

条
項

の
保

護
を

う
け

ら

れ
な

い
と

の
結
論

ば
別

に
し
て
、

じ
8

。
<
器

判

事

の
見

解

は
説

明
が

充

分

で
な

く
先

例

の
支
持

も
乏

し

い
と

の
批
判

は
生

ず

る

で
あ

ろ
う
。

前

に
紹
一介

し
た

〉
抑二
9
、
一コ
島
=
馨
ユ
巴

↓
『自
の
廿

ピ
巳

.
〈
'
O
ユ
ヨ
冨
ノ・
[
一⑩
①
しQ
U

一
タ
か
H
.カ
.
㎝
oQ
↑

(以
下

〉
ω二
①
づ

O
霧
o

と
し
て
引
用
す

.⇔
)

に
参

加

し

た

¢
三
つ
プ
ニ

判

事

も

本
件

で
判

決

を

云
渡

し

て

い
る
。
本

件

で
基
本

的

違

反
が
成

立

し

た

か

に

つ
い
て
、

そ

の
判

断

の
前

提

に
な

る
賃

貸

人

の
義
務

が
先

ず

問

題
と

な

る
。
¢
玄
。
ぎ

判

事

の
見
解

は
既

に
紹

介

し
た

〉
コ。
轡一。
く

6
釜
。

で
示

さ
れ

た
も

の
と
同

じ

で
あ

る
。

賃

貸

借

及
び

三
「。
-℃
二
需
ぎ

零

で

は

二
種

類

の
黙

示

の
条
項

が

成

立
す

る
。

一
つ
は
契

約

で
定

め
た

通

り

の
物

品
を

賃
貸

す

る

条

項

で
、

こ
れ

は
契
約

の
基
本

的
条

項

で
あ

る
。

そ

れ

へ
の
違

反
が

あ
れ

ば
賃

借

人

は
直

ち

に
契
約

を
解

除
す

る

こ
と
が

出
来

る
。

他

の

(216)22



契 約 の 基 言、し 違 反

一
つ
は
、
合

理
的
な
技
術
と
注
意

で
出
来
る
程
度

に
賃
貸
借
目
的

に
適
合
す

る
目
的
物

を
賃
貸
人

は
引
渡
す
と
云
う
条
項

で
あ
る
。

こ
の

条
項

の
違
反

は
原
則
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
生
ぜ

し
め
る
が
場
合

に
よ

っ
て
は
契
約
解
除
権
が

成
立
す

る
こ
と
も
あ

る
。
問
題
は
本

件

の
自
動
車
が

¢
巴
c
ξ

判
事

の
云
う
基
本
的
条
項

へ
の
違
反
と
な
る
か
で
あ

る
。

問
題

の
自
動
車

は
後
車
軸

に
環
疵
が
あ

っ
た
。

こ

れ

は
お
そ
ら
く
重
大
な
蝦
疵
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
基
本
的
条
項

に
違
反
す
る
か
否
か
の
判
断

に
は
、
修
理
が
可
能
か
、
可
能

と
し
て
そ
れ

に
要
す

る
費
用
、
時
間

は
ど

の
程
度

の
も

の
か
を
考
察
す

る
必
要
が
あ
る
。

d
蕊
。
ぎ

判
事

は
本
件

は
基
本
的
違
反

に
な
る
か
否

か
の
境

目

の
場
合

(ぎ
三
。
ユ
一器

。
器
。)

と
云

っ
て

い
る
が
、

基
本
的
違

反
が
あ

る
と
し
た
原
審
裁
判
官

の
注
意
深

い
認
定

に
は
干
渉

し
た
く
な

(
56

)

い
と
の
態
度

を
取
る
。
次

の
闇
題

は
賃
借
人
か
ら
の
損
害
賠
償

の
請
求

に
対

し
て
融
資
会
社

は
契
約
第

五
条

の
保
護
を
う
け

る

か

で

あ

る
。
d
℃
す
ぎ

判
事

も
契
約
第

五
条

に
よ
る
免
責
を
否
定
す
る
。

原
則
論
と

し
て
は
、

「
基
本
的
条
項

の
違
反
が
あ

っ
た
場
合
、
違
反
し

た
当
事
者

は
相
手
方

当
時
者

に
対

し
自
己
を
保
護
す

る
た
め
に
免
責
条
項

に
頼
る
こ
と
は
出
来
な

い
」

の
で
あ

り
、

こ
の
こ
と

は
既

に
諸

(
57

)

先
例

で
確
立

し
て

い
る
。
と

こ
ろ
が
先
述

の
よ
う

に
本
件

で
は
違
反
の
な

い
当
事
者

は
契
約
を
解
除

せ
ず
、
契
約
は
存
続

し
て
い
た
。
融

資
会
社

は
こ
の
事
実
を
根
拠

に
、
賃
借
人

は
契
約
諸
条
項

の
利
益
を
う
け
る

こ
と

は
勿
論
で
あ
る
が
同
時

に
融
資
会
社
も
免
責
条
項
を
含

む
契
約

の
全
条
項

の
適
用
を
う
け
る
と
主
張

し
た
。
d
蕊
。
ぎ

判
事
も

こ
の
主
張

に
説
得
力

の
あ

る

こ
と
を
認
め
、

こ
れ

は
容
易

な
問
題

(
58

)

で
は
な
く
、
明
白
な
判
断
を
下
し
た
先
例
も
な

い
と
云
う
。

し
か
し
同
判
事

は
次

の
よ
う
な
議
論

を
農
開

し
て
本
件
で
も
免
責
条
項

の
適

用

は
な

い
と
云
う
の
で
あ
る
。

融
資
会
社

は
契
約

で
賃
貸
す

る
と
約
定

し
た
物
品
を

そ
れ

と
本
質

に
於

て
異
る
物
品
で
は
な
く
て

賃
貸
す
べ
き
で
あ
る
と
云

う
原
則
を
根
拠

に
基
本
的
条
項

は
成
立
す
る
の
で
あ

る
と

の
分
析
が

正
し
け
れ
ぽ
、

こ
の
原
則
は
、
賃
借
人
が
融
資
会
社

の
履
行
拒
絶
を

認

め
契
約
を
解
除
し
た
場
合

で
あ

ろ
う
と
、
或

は
賃
借
人
が
契
約

の
存
在
を
認
め
て
損
害
賠
償

を
請
求

し
た
場
合

で
あ

ろ
う
と
適
用
さ
れ

る
べ
き
だ
と
考

え
る
。
簡
単
な
例
を
挙
げ

よ
う
。
融
資
会
社
が
農
夫

に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
賃
貸
す
る
契

約
を
締
結

し
た
と
し
よ
う
。

と

こ
ろ

23(217)



が

融
資

会
社

は
そ

の
契
約

の
履
行

と

し

て
ト

ラ

ク
タ
ー

で

は
な
く

て
三

頭

の
素

晴

ら

し

い
サ

フ

ォ
ー

ク
挽

馬
を

引
渡

し
、

農
夫

は
そ

れ
が

気

に
入

り
、

し

か
も

馬

の
用

途

か
あ

っ
た
と

し

ょ
う
。

農

夫
が

契
約

の
存

続

を
認

め
、

ト

ラ

ク
タ
ー

の
代

り

に

こ
れ

ら

の
馬

を
受

領
す

る

こ
と

に
よ
り
融

資
会

社

は
免

責
条

項

に
よ

っ
て
免

責

さ
れ
、

農

夫

は

ト
ラ

ク
タ
ー

の
代

り

に
馬

を
取

得

し

た

こ
と

に
よ

っ
て
蒙

っ
た
損

害

に
対

し
賠
償

を

請
求

出
来

な
く

な

る
だ

ろ
う

か
。

私

に
は
そ

れ

は
原

則

の
問
題

と

し

て

は
到
底

正

し

い
こ
と

と

は
思

わ
れ

な

い
。

農

夫

は

馬

を
受

領
す

る

こ
と

は
出

来

る
。

融

資
会

社

は
契

約

の
履
行

と

し

て
馬

を

引
渡

し
た

の

で
あ

る
か

ら
そ
れ

に
不
平

を

云
う

こ
と

は
出

来

な

い
。

し

か
し
賃
借

人

(農
夫
)

側

は
、

融

資
会

社

は
賃

貸
す

る
と
契

約

し
た
も

の
を
賃
貸

し
な

か

っ
た

の
で
あ

る

か
ら
契
約

債

務

を
全

く

履

行

し
な

か

っ
た
と

主
張

す

る

こ
と

は
依

然

可
能

な

の
で
あ

る
。

こ

の
よ
う
な

主

張

に
も

と
つ

く
請

求

に
対

し

て
融
資

会
社

が

免
責

条
項

を

根
拠

に
抗

弁

す

る

こ
と

を
法

は
認

め
な

い

で
あ

ろ
う
。

以

上

の

こ
と

は

℃
。
ぎ

。
κ

卿

6
ρ

<
・
三
霧

毒
。。
と

づ
、豊
ジ

OQ
。
コ

陣

≦

o
一一。。

<
・
零

餌
簿

卿

=
錠

⇒
。
ω

に
よ

っ
て
法

と

し

て
認

め
ら
れ

た
と
云

う

∪
。
き

く
m;

判

事

の
見

解

に
賛

成
す

る
。
従

っ
て
本

件

の
融

資

会
社

は

(
59

)

契
約
第
五
条

の
定

め
る
免
責
条
項
を
根
拠

に
免
責
を
主
張
出
来
な

い
。

C
ヨ
①
『&

判
事
も

b
8

0
毒

P
O
巴
魯

口

両
判
事
と
同
じ
結
論
を
認
め
た
。
同
判
事

は
、
賃
借
人
が
融
資
会
社

に
基
本
的
違
反
が
あ

っ

た
の
に
契
約
を
存
続
さ

せ
た
こ
と
は
認
め
る
。

し
か
し

影

霧

≧
3

∈
霞
「9
・
ご

寓

F

<
ン
く
巴
肝

で
の

じ
8

魯
お

判
事

の
見
解

を
引

き
、
賃
借
人
が
契
約
を
解
除

し
な
く
て
も
損
害
賠
償
請
求
権
を
放
棄

し
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
の
見
解
を
支
持
す
る
根
拠

と

し

て

い

(60
)
る
。本

判
決

の
最
大

の
特
色

と
し
て
は
、
違
反

の
な

い
当
時
者
が
契
約
を
解
除
し
な
く
て
も
違
反
し
た
当
事
者

は
免
責
条
項

の
保
護
を
う
け

ら
れ
な

い
と
し
た
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
よ
う
。

こ
の
結
論

は
、
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違

反
を
基
本
的
違
反
と
扱

い
、
そ
れ
が
あ
れ
ば
違

反

の
な

い
当
事
者

に
契
約
解
除
権
が
生

じ
、
若

し
そ
れ
が
行
使
さ
れ
れ
ば
契
約

は
そ

の
中

の
免
責
条
項
と
共

に
消
減
す
る
と
云
う
幾

つ
か

の
判
例

で
採
用
さ
れ

て
来

た
原
則
か
ら
離
れ

る
も

の
で
あ
り
、
従

っ
て
契
約
法

の

一
般
原
則
を
適
用

し
た
結
果

で
あ
る
と

の
説
明

は
容
易

(218)24



で
な
く
な
る
。
故
に
基
本
的
違
反
に
特
殊
な
効
果
を
認
め
た
新
し

い
法
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
不
可
能

で
な

い
。
本
判
決

は
基

本
的
違
反

の
原
則
の
効
果
を
拡
大

し
契
約
違
反
者
が
免
責
条
項

の
保
護
を
う
け
る
可
能
性
を
縮
少
す
る
も

の
で
あ

ろ
う
が
、
同
時

に
法
律

論
上

の
或
は
そ

の
結

論

の

「
行
き
過
ぎ
」

へ
の
批
判

を
生
ぜ
し
め
る
可
能
性
も
含

ん
で
い
た
。
結
論

の
当
否

の
問
題
は
別

に
し
て
問
題
点

を
考
え
る
と
例
え
ば
次

の
よ
う
な
諸
点
を
指
摘
出
来

る
で
あ

ろ
う
。

先
ず

じ
8

¢
<
⇔
ジ

¢
巳
魯

P

O
ヨ
Φ
「&

の
三
判
事

の
見
解

に
は
直
接
の
支
持
を
与
え
る
先
例
が
明
瞭

に
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
れ

は
基

本
的
違
反
の
原
則
を
認

め
る
が
免
責
条
項
排
除

の
根
拠
を
契
約
解
除
権

の
成
立
と
行
使

に
求
め
契
約

の
通
常
法
を
適
用
し
た
結
果
で
あ

る

と
主
張
す

る
立
場
か
ら
批
判
を
う
け

た
時

に
問
題
を
生
ず

る
で
あ

ろ
う
。

次
に

¢
三
c
ぎ

判
事
が

行

っ
た
説
明

の
場
合

は
本
件

の
事
実

に
当
ら
な

い
の
で
は
な

い
か
。
自
動
車

の
後
車
軸

の
毅
疵

は
重
大
な
も

の
で
あ

っ
た
と
は
云
え
、
自
動
車

の
代
り
に
馬
を
引
渡

し
た
場
合

と

は
異
な

る
の
で
は
な

い
か
と

の
疑
問
が
生
ず

る

で

あ

ろ

う
。

こ
れ

は
基
本
的
違
反
の
有
無
を
認
定
す
る
際

の
問
題
で
も
あ

る
。
更

に

¢
巳
魯

コ

判
事
が
行

っ
た
説
明

の
場
合

は
、

免
責
条
項

の
排
除

は
契
約
解
釈

の
問
題
と
主
張
す
る
立
場
に
よ

っ
て
も
解
決
出
来
る
の
で
は

な

い
か
。
自
動
車

の
代
り

に
馬
を
引
渡
し
た
よ
う
な
場
合

は
そ
も
そ
も
免
責
条
項

の
意
図
し
て
い
な

い
、
そ
れ

の
適
用
外

の
こ
と
で
あ

る

と
考

え
る
こ
と
も
可
能

で
あ

ろ
う
。

契的の基本欝違反

(
-
)

㏄
鐸
尻
ω
o
>
二
¢
昌
江
ρ
駕
o
Qe
o
Ω
伽
3

鳥
、〉
「
ヨ
£
出
c
離
ひ
7
ご
ユ
ニ
ロ
副
o
¢
〉
のく
・
2
脚く
.
淘
o
茸
o
『
O
田
圖あ
o
ゴ
c
閉
o
窄
=

6
e
巨
騰
曽
一〇

に
至

る
迄

の
、
基

本

的
違
反

に
関
す

る
判
例
学
説

に

つ
い
て
既

に
望
月

教
授
が
詳
細

に
紹
介
さ

れ
、

考
察
さ

れ

て
い
る
。

(
望
月
礼

二
郎

「
イ
ギ
リ

ス
法

に
お
け

る

「
基
本
的
違
反

の
法
理
」

に

つ
い
て
L

社

会
科
学
研

究
第

二
〇
巻

第

三

・
四
合
併

号
七

四
頁
以
下
)

本

稿
も
望
月
教

授

の
御
研
究

か
ら
多
大

の
御

教

示
を
う
け

て
い

る
。

(
2
)

原
告

が
或

る
停

車
場

に
荷
物
を
預
け

た

と

こ
ろ
被

告

の
代
理
人

が
権
利

の
な

い
第

三
者

に
荷
物

を
引
渡

し

て
了

っ
た
事
件

で
あ

る
。

被

告
は
、

原
告

と
の
間

の
寄

託
契
約

中

に
、

荷
物

の
価
額

が
五
ポ

ン
ド
を
超

え

る
場
合

は
預
け
主

は
荷

物

の
価
額

を
被
告

に
明
告
し
余
分

の
料
金

を
支
払
わ

な

い
限

り
被
告

は
預

っ
た
荷
物

に

つ
き
責

任
を
負

わ
な

い
と
の
条

項

が
あ

っ
た

こ
と
を
根
拠

に
、

原
告

は
荷
物

の
価
額

を
明
告
し

な

か
っ
た
か

ら

25(219)



免

責

さ

れ

る

と
主

張

し

た
。

し

か

し

O
Φ
<
一
一コ

判

事

は
被

告

の
代

理

人

の
行

為

は
契

約

の
基

本

的

違

反

で

あ

る

と
し

て
諸

先

例

を

根

拠

に
被

告

に
免

責

条

項

の
適

用

を

認

め

な

か

っ
た

の
で

あ

る
。

こ
の
判

例

に

つ
い

て

は

望

月

前

掲

註

(
1
)
一
〇

ニ
ー

一
〇

五

頁

。

佐

藤

正

滋

「
契

約

の
基

本

的

違

反

(
門
{3
含

ヨ
9

霞
=

)「
o
僻
6
一　
o
h

Q
ご
#
【
p
2

)

の
原

則

(
一
)
」

学

習

院

大

学

法

学

部

研

究

年
報

5

二

一
〇
ー

二

二
〇

頁
。

(
3
)

こ

の
傭

船

契

約

に
は

一
九

三

六

年

の
合

衆

国

海

上

運

送

法

(¢
嵩
一肝
o
血

ω
獲

仲o
㏄

O
飴
「
ユ
"
αq
o

o
h
Ω
o
O
⊆
oα
び
k

㏄
o
斜

>
9

ε
C
¢
)

第

四
条

第

六

項

を

契

約

条

項

と
採

用

し

て

い

た

が

そ

の
内

容

は

次

の

よ

う

な

も

の

で
あ

っ
た
。

「
船

長

が

物

品

の
可

燃

性
、

爆

発

性

又

は

危

険

性

を
知

っ
て
、

そ

れ

の
船

積

に

同
意

し

な
か

っ
た

場

合
、

運

送
人

は
、

補

償

す

る

こ
と

な

く

そ

の

よ

う

な

物

品

を
任

意

の
場

所

に
陸

揚

し

又

は

破

壊

し
若

し

く

は

危

険

性

の

な

い
も

の

に
す

る

こ

と
が

出

来

る

。

荷

主

は

こ

の

よ

う

な
物

品

の
船

積

に

よ

り
直

接

又

は
間

接

に

生
ず

る

す

べ

て

の
損

害

又

は

費

用

に

対

し

て
責

任

を
負

う
。

こ
の

よ

う

な

物

品

で

あ

る

こ
と

を

船

長

が

知

り
乍

ら

同

意

し

て

船

積

し

た
場

合

も
、

そ

の
物

品

が

本

船

又

は
他

D
積

荷

に

危

険

と

な

っ
た

場

合

に

は
運

送

入

は
先

の
場

合

・.」
同

様

に
物

品

を
任

意

の
場

所

に
陸

揚

し
又

は

破
壊

し

若

し

く

は
危

険

陸

の

・.娠
い
も

の

に
す

る

こ

と

が

出

来

る
。

こ

の
場

合

運

送

人

は

共

同

海

損

を

除

き

何

等

の
責

任

を

負

わ

な

い
も

の

-.」
す

る
。
」

(
4
)

仲

裁

人

は

テ

レ
ビ

ン
油

は
傭

船

契

約

の
第

二
六

条

に
定

め

る
危

険

な

貨

物

弥、
あ

る

}
"
判

断

し

た
。

又
、

テ

レ
ロ巳
ン
油

の
船

積

を
船

長

は

知

り
、

そ

れ

に
同

意

し

て

い

た
事

実
、

及

び

傭

船

契

約

が

合

衆

国

海

上

運

送

法

第

四

条

第

六

項

(
前

掲

註

(
3

)
)

を

採

用

し

て

い

た
事

実

は

あ

る
け

れ

固.一

も
、

こ

の
船

積

は

傭

船

契

約

の
違

反

で
あ

る

と
も

判

断

し

た
。

(
5
)

O
o
<
ゴ
=

判

事

は

∩
,
,
ゴ
ユ
「
ぢ

∩
塁

o

の
判

決

の
中

で

滞

船

料

条

項

と

は
損

害

賠

償

額

を
確

定

す

る
条

項

で

あ

る

と
述

ぺ

て

い
る

([
這
91
一
]

一
ス
「圏じ口
.
遭

9

纂

つ
ト⊇
お

)
。

(
6
)

仲

裁

人

か

ら

裁

判

所

の
判

断

に
附

託

さ

れ

た

問

題

の

一
つ
に
、

船

主

は

庸

船

契

約

第

一
五

条

の
定

め

る
滞

船

料

の
み

を

請

求

出

来

る

の
か
、

そ

れ

と
も

一
六

日
間

の
本

船

の
拘

束

に
尋

す

る

損

害

賠

償

を

請

求

出

来

る

の

か

と

云

う

も

の

が
も

っ
た
。

(
7
)

こ

の
判

決

の
中

で
、

離

路

が

契

約

に
及

ぼ

す

効

果

と

そ

の
根

拠

が
詳

し

く

論

じ

ら

れ

て

い

る
。

こ
の
判

決

に

つ

い

て

は
望

月

前

掲

註

へ
ー
)
八

九

1

九

一
頁
、

佐
藤
前
掲

註
(
2
ど

=

三
⊥

二

六
頁
。

(
8
)

[
ち

ヨ

]

一

区
'じd
.
卜o
軽
P

暮

戸
卜o
㌫
つo

∂

(
9
)

博
ミ

0
6
≦

制P

ビ
リ一

ぎ

[
ち

日

]

一

唄く
.じd
b

お

・
葺

℃
』
a
一

条

件

条

項

(6
0
ゴ
ユ
剛二
〇
づ
)

と

は
、

「
重

要

な
」
契

約

条

項

で
あ

っ
て
、

そ

れ

に
違

反

が

あ

れ

ば

違

反

の

な

い
当

事

者

は
契

約

の
解

除

権

を

取

得

す

る
。

条

件

条

項

以

外

の
襲

項

は

担

保

条

項

(ぞ
賀

毒

コ
身

)

で

あ

り
、

そ

れ

へ

の
違

艮

は

損

害

賠

償

請

求

権

を
成

立

き

せ

る

の

み

レ
一云

う

D

ヵ
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反契の基本約違的

英
契

約
法

で

一
般

に
採

用
さ

れ

て
い
る
考

え

で
あ

る
。

条

件
条
項

へ
の
違
反

は
契

約
解
除
権

を
成
立
さ

せ
る
だ
け

で
違
反

の
な

い
当
事
者

が
そ

れ

を
行
使

し
な
け
れ
ば
契

約
は
有
効

に
存
続

す

る
。

こ
の
場
合

は
相

手
方

の
契
約

違
反

に
対

し

て
損

害
賠
償

を
請
求
出
来

る
に
過
ぎ

な

い
。

つ
ま

り

条
件
条

項

の
違
反
も
担

保
灸
項

の
違
反

の
効
果

し
か
持

た

な

い

こ
と
に
な
る
。

一)
o
<
一ぢ

判
事
も
本

件

で
船

主
が
契

約

の
効
力

を
認

め
た
以
上
、

条
件
条

項

の
違

反
は
恰

も
担
保
条

項

の
違

反

の
よ
う

に
扱

わ
な
く

て
は
な
ら
な

い
と
云

っ
て
い
る

(
口
㊤
鰹
]

一
国
・bd
.
睡

9

葺

や
bこ
鰹
)
。

し
か

し
契

約
条
項

を

こ
の
よ
う
に

二
分
す

る

こ
と
に
は
批
判

が
あ

り
、

更

に
契
約

の
基
本
的
条

項

と
条
件
条
項

を

一
致
さ

せ
る

こ
と
が
妥

当

か
は
問
題

で
あ

る
。

(
P
)

こ
の
考

は

守

貯

の
§

霧

ξ

9

.
〈
.
蜜

叶。
卸

H
亀

P

ピ
葺

ロ
塞

]
憎
≧

;

塑

§

で

〉
芽

ヨ

型

、

薫

曇

夏

卿

が
明
瞭

に
示

し

て

い

る
。

離

路

は

契

約

法

上

の

「
契

約

の
根

底

に

か

か

わ

る
違

反

」
、

即

ち
契

約

の
存

続

を

違

反

の

な

い
当

事

者

に

と

っ

て
無

意

味

に
す

る
違

反

で
あ

っ
て
契

約

解

除

権

を

成

立

せ

し

め

る
。

こ
れ

が

行

使

さ

れ

れ

ば

契

約

は

消

滅

す

る

が
、

こ
れ

ら

の
結

果

は
契

約

の
通
常

法

を

適

用

し

た
結

果

で

あ

る

と

云

う
。

両

卿

の

見

解

に

つ

い

て

は

望

月

前

掲

註

(
1
)
九

〇

i

九

一
頁

、

佐

藤

前

掲

註

(
2
ど

二

四
ー

二

一
五

頁
。

(
11
)

[
一り
訟

]

一

困
.じd
.
陛

ρ

舞

づ
b
心
Q◎

(
12
)

基

本

的

違

反

に
対

す

る
免

責

条

項

の
適

用

を
排

除

し

た

O
o
<
】一口

判

事

の
結

論

に

国
⇔
ぎ

の
汀
節
ヨ
も・
窪

唱

∩
P

<
.
↓
節
仲
o

律

ピ
甲、5

ピ
己

.

[
一ゆ
ω
鋤
]
卜o

>
践

閏
.幻
・
㎝
O
刈

が

最

も

強

い
根

拠

を

与

え

た

こ

と
は
判

決

文

か

ら

認

め

ら

れ

る
。

例

え

ば

[
ち
ヨ

]

悼
諸
・じd
・
つ◎
Q。
N

葺

℃
・Q。
Q。
O

に

お
け

る

同

判

事

の

見

解

は

こ
の
事

を

明

瞭

に

示

し

て

い

る
。
トも

っ
と
も

こ
の

〉
窄
×
算
コ
ニ
o
憎

く
。
力
曽
認
署
節
嘱

団
×
o
∩
岱
二
く
o

は

荷

物

の
寄

託
契

約

の
事

件

で
あ

り
、

受

寄

者

が
受

寄

物

を
無

権

利

者

に
引

渡

し

て

了

っ
た

の

で
あ

る

か

ら

、

寄

託

者

の
契

約

解

除

権

の
行

使

は
特

に
問

題

と

な

ら

な

い

と
も

考

え

ら

れ

る
。

む
o
≦

剛コ

判

事

は

免

責

条

項

を
排

除

す

る

た

め

の

一
般

原

則

の

形

成

を
考

慮

し

て

か
、

契

約

の

へ
般

原

則

上
、

違

反

の

な

い
当

事

考

に
契

約

解

除

権

が

生

じ

た

場

合

「
違

反

の

な

い
当

事

者

が
敢

え

て
契

約

の
効

力

を
認

め

て
契

約

を

解

除

し

な

い
途

を

選

ば

ぬ

恨

り
契

約

中

の
諸

条

項

は
消

滅

す

る
」

と

述

べ

て

い
る

(
[
一
ゆ
繰

]

bこ
咽(
■じd
.
QQ
QQ
N

箕

℃
.⇔Q
QQ
O
)
。

(
13

)

例

え

ば
、

契

約

の
基

本

的

条

項

(
そ

れ

へ

の
違

反

は

契

約

の
基

本

的

違

反

と

な

る
も

の
)

と
契

約

の
条

件

条

項

を

同

じ
も

の

と
す

る

と
、

免

責

条

項

は

そ

も

そ

も

条

件

条

項

違

反

へ
の
免

責

を

行

え

る

で

は

な

い

か
、

或

は

逆

に
契

約

違

反

を

理

由

に
契

約

を
解

除

す

る

と
免

責

条

項

の
効

力

が

な
く

な

る

の

で
あ

れ
ば

特

に
基

本

的

違

反

の

原

則

を

認

め

る
必

要

は

な

い

で

は

な

い

か

と

云

う

問

題

が

生
ず

る
。

免

責

条

項

を

排

除

す

る

と

の
特

殊

な
効

果

を
認

め

る

だ

め

に

は
、
基

本

的

条

項

を
条

件

条

項

か

ら

切

り

離

し
、
基

本

的

違

反

を
通

常

の
契

約

条

項

違

反

か

ら

区

別

ず

る

必

要

が

あ

る

と

の
考

轄

生

ず

る

で

あ

ろ

う
。

U
ゆ
≦

ぢ

判

事

自

身

も

の
琶
$

峠o
瓢

餌
蝕
嶺
』
3

ヨ
げ
卸

∩
o
こ

囲
巳

.
<
.
しり
叫
拐
o
o
コ
戸

の
黒
二
・一
しQ
o
コ
帥

∩
P

口

¢
切
ω
U

27(221)



;

・夷

菱

で

塞

本
的
条

項

と
は
契
約
条

項

の
中

の
条
件

条
項

へ8

曇

ぎ

)

よ
り
狭

い
も

の
で
あ

る
と
考

え

る
」

と
述

べ
て
い
る

(
ロ
8
ω
]

;

・ピ
・園
』

①
・.
・
餌
け
類
」
き

。
こ
の
判

例

に

つ
い
て
は
、

望
月
前
掲

註
(
-
)
δ

五
⊥

・

七
頁
・

佐
藤
前
掲

註
(
2
)
三

δ

⊥

三

二
頁
。

柔

的

違
反

に
よ

っ
て
違
反

の
な

い
当
事
者

は
契

約
解

除
権

叢

得

し
、

そ
れ
を
行
使
す
れ
ば
契

約
は
そ

の
中

の
免

責
条

項
を
含

め

て
消

滅
す

る
と

の
考
、廷

対

し

て
、

葉

的

違
反

が
あ

れ
ば
契

約
解
除
権

の
行
使

に
関
係

な
く
違
反

し
た
当
薯

は
免

責
条
項

の
保
護

を
う
け

ら
れ

な

い
と
の
結
果

を
認

め
る
べ
き

だ

と
云
う
考

え
も
存
す

る
。
之

は
後
述

す

る
よ
う

に

一
部

の
判
例

の
認

め
る

と
こ
ろ

と
な

っ
た
・

(
41
)

菜

的
違

反

の
原
刷

の
理
論
的
根
拠

姦

確

に
し
、
例

え
ば
契
約
解

釈

に
も

と
つ
く
免
墓

項

の
適
用
を
否
定

す
る
場

合

を
除
外

し

て
・

薬

的

違
反

の
原
則

の
範
囲
、

内
容

を
曖
昧

に
し
な

い
効
果

は
あ

る
意

　
。
∪
Φ
<
ぎ

判

事

は

。
§

。
駐

。
器

。

で
先
例

と
な

る
か
否

か
が
争

わ

れ
た

H昌
く
。
『
喜

9

①
助
ヨ
・・
9

。
。
・

い
巳

・
く
』

巷

α。
・
律

9

』

¢
邑

・・
剛(
璽じd
・
三

以

下

ぎ

。
『
ξ

。
馨

と
し

て
引
用
す

る
)
に

つ
い

て
、

そ
れ

が
柔

的
違

反

の
考
え

に
よ

っ
て
判

断
さ

れ
た
か
否

か
を
糞

し
て

い
る
。

こ
の
葎

で
は
糖

者

の
蕩

の
準
禦

莚

し
た
場
合

船

主

の
請
求

は
滞
船
料

に
限

ら
れ

る
か

が
争

わ
れ

た
。
控
訴
裁

判
所

は
傭

船
契
約
中

の
滞
船
料

条
項

の
適

用
が
あ

る
と
判

示

し

た
・

。
冨

民

器

0
鋤
、
①

で
船

、王
側

弁
護
士

は
、

署

Φ
豪

℃

。
碧

で
は

貨
物
準

備

の
遅
延
は
契
約

の
基
本

的
債
務

の
違

反

で
は
な
か

っ
た
か
ら
・

こ
れ

は
本
件

へ
の
先
例

と
な
ら
な

い
ヒ日
を
主
張
し
た
。

こ
れ

に
対

し

U
。
<
ぎ

判
事

は

身

嘆
犀
首

。
羅

で
は
契

約
違
反

が
柔

的

な
も

の
で
あ

る
か
否
か

は
重

要
な
問
題

と
は
さ

れ

な
か

っ
た

と
答

え
て
い

る
。

算

①
藪

℃

。
p
ω
Φ

で

壽

三

蕗

侍8

判
事

は
、

こ
の
事

件

は
契
約

の
解
釈

の
問
題

で

あ

っ
て
、

滞
船
料

条
項
は
船
積

の
遅
延

に

の
み
適
用
さ

れ
る
か
が
問
題

と
な

る
が
、

そ

の
よ
う

に
は
限

定
さ
れ
な

い
と
説
き

(
ロ
箋

]
b・
}凶
炉

舞

。
再
三

¢
。。
)
あ

6
舞

§

判
事

は
、

笙

は
契

約
を
解
除

し

て
い

な

い

か

ら

滞

船
料
条

項

の
適
用

が
あ

る

と
説

い
て

(ロ
ψミ

]
卜・

ζ

・

一
¢
¢
"
舞

マ

bQ
O
O
)
覧
基

本

的

違

反

に

つ

い

て
直

接

の
言

及

は

な

い
。

又
、
望

餌
昌
=
量

Φ辱

≦

讐

巳

穿

冨

§

8

』

自
.
<
』

§

。
島

8

三

。
蔦

葦

鼻

毛
§

∩
9

墨

』

藝

]
;

、.r
≧

一
N
8

(
原
告

は
曳

船
会
社

で
被

告
建
造

の
航
空

母
艦

〉
一σ
δ
昌

号

を
曳

航
中

》
一び
ご
昌

号
は
汽
船

M
号

と
衝
突

こ
れ
を
沈

没

せ
し
め
た
。

M
号

船
主

は
訴

訟
を
起

し
原
告
、

被
告
共

に
責
任
を
認

め
ら
れ

た
。

原
告
は
被
告

と
の
間

の
曳
船
契

約
中

の
損
害
補
償
条

項

に
も

と
つ

い
て
被
告

に
訴

訟
を
起

し
た
。
被

告

は
反
対

訴
訟

(
O
『
O
ω
oo
ゆ
O
骨
一〇
口
)

を
起

し
た
が
、

原
告

は
契
約
違
反

を
行

っ
た

か
ら
曳
船
契

約
中

の
免
責
条

項
や
損

害
補
償

条
項

の
適

用
を
う
け

な

い
と
主
張

し
た
。
)
で

ω
0
8
0
同
く
一回一
判
事

は

こ
の
事

件

に
関
連
す

る
判

例

が
基
本

的
違

反

の
原
則

を
採
用
し

た
か
を
検
討

し

て
い
る
。

例

・托
ば

O
=
昌
o
a

ω
叶o
ゆ
目
ω
ゴ
一℃

O
o
.
<
・
bd
二
〇
『
αq
o
『
口
¢
卜∂
己

諺
.O
.
一
(
船

の
積

荷

が
目
的
地

に
荷
卸

し
さ
れ
ず
紛
失

し
て
了

っ
た

事
件
)

で
は
、

積

荷

の
誤

っ
た
引
渡
し
は
基
本

的
違
反

と
な
る

と
云
う

立
論
を
貴
族
院

は
行

っ
た
わ
け

で
は
な
く
、

航
海

の
途

中
放

棄
又

は
極

め

(222)28



契約の基本的違反

て

不

合

理

な

遅
延

は

離

路

と
等

し

く

な

る

か

ら
免

責

条

項

は
排

除

さ

れ

る

と

の
理

由

に

よ

っ
た

の

で
あ

る

と
云

う

(
口
Φ
α
ω
]

一

≦

.ピ
、謁
.
δ
N
9

障

署

さ

ω
工̂

量

)
。
い
。
巳

9

乞
。
『
9

≦

婁

§

窓

一ぎ

嘱

9

・
く
・
蜜

H・・
。
・

ロ

8

・。
]

・。

》
・ρ

・。
①
ω

(
鉄

道

会

社

が
貨

物

輸

送

の
経

路

を
間
違
え

た
た
め
約
定

の
日
に
目
的
地

に
届

か
な
か

っ
た
事
件
)
に

つ
い
て
も
、

こ
の
事
件

の
貨
物

は
舞
台
用

の
も

の
で
あ

っ
た
か
ら
被

告
(
鉄
道

会
社
)

の
行
為

は
契

約

の
根
底

に
か
か
わ

る
基
本

的
条
項

へ
の
違
反

と
考
え

る

こ
と
も

可
能

だ

っ
た
が
貴

族
院

は

こ
の
立
場

を
採
ら
ず
、

契

約
中

の
免

貴
条

項
は
契

約

で
定

め
た
運
送
以
外

の
運
送

に
は
適
用

さ
れ

な
い
と
論

じ

た
と
云

っ
て
い
る

(口
Φ
α
⇔。
]

一

≦

.ピ

.幻
」

O
鳴
9

⇔
梓
℃
」
8

一
)
。

そ

う
し

て
こ
れ

ら

の
先
例

を
引
用

し
た

の
は
、

基
本

的
違
反

と
云
う
言
葉

が
先

例
が
認

め
た
よ
り
も
広

い
意
味

に
読
ま
れ

る
可
能

性
が
あ

る
か
ら

だ

と

しり
o
ヨ
突

く
難

判
事

は

鼓
う

の
で
あ

る

(ワ
ゆ
㎝
ω
]

一

翌
く
.ピ
甲幻
・
一
〇
卜Q
典

㌶

や
一
〇
ω
一
)
。

も

っ
と
も
之
等

の
貴
族

院
判
決

の
時

に
近
年
認

め
ら

れ

る
よ
う
な
意
味

で
の
基
本

的
違
反

と
云
う
考
え

が
明
瞭

に
存
・在
し
た
か
は
疑
問

で
あ

る
。

(
15
)

こ
れ

は
倉
庫

に
預
け
た

物
品

が
損

害
を
蒙

っ
た
事

件

で
あ

る
。

倉

庫
業

者

が
預
け
主

に
交
付

し
た
預

り
証

の
裏

面

に
印
刷
さ

れ
た
契
約
条
項
中

の
免

貴
条
項

の
適

用
が
争

わ

れ

る
。
∪
ゆ
ゆ
昌
貯
αq

判
事

は
判
決

の
中

で
、
契
約

の
存
在
を
無
意
味

に
す

る
免

貴
条
項
は
無
効

と
す

ぺ
き

で
あ

る
、
或

は
契
約

の
根
底

に
か
か
わ
る
違
反

を
行

っ
た
当
事
者

は
免
責
条

項

の
保
護
を
う

け
な

い
と
云
う
見
解

を
明
瞭

に
示
し
た
。

但

し
同
判
事
は
、

過
失

だ

け

で
は
契

約

の
根
底

に
か
か
わ

る
違
反
-

基
本
的
違

反
は
成
立

し
な

い
と

の
立
場

か
ら
、

本
件

の
物

品

へ
の
損
害

は
倉

庫
業
者

の
過
失

に
よ
る

も

の
と
し

て
、

免

責
条
項

の
適

用

は
認

め
て

い
る
。

こ
の
判

例

に

つ
い
て
は
望
月
前
掲

註
(
1
)
一
〇

七
-

一

一
〇
頁
、

佐
藤
前
掲

註
(
2
)
二
二
八

1
-
二
三
五
頁
。

(
16
)

こ
れ

は
自
動

車

の

げ
冒
①
も
薮

o
げ
器
φ

契
約

に
関

す

る
事

件

で
、
引
渡
さ
れ

た
自

動
車

は
全

く
走

行
不
能

の
状
態

で
あ

っ
た
。
被
告

は
賃
料

を
払

わ
な

か

っ
た
た
め
融
資
会
社

か
ら
権
利

を
譲

受
け

た
原
告
は
未
払

賃
料

と
損

害

賠
償

を
被
告

に
請
求

し

た
。
ナ
騨
①
も
霞
o
サ
鋤
ω
Φ
契

約
中

に
は
自

動

車

の
状
態
、

品
質

に

つ
い
て

の
免

責
条
項

が
あ

っ
た
が
、

被

告
は

こ
の
自
動

車

を
引
渡

し
た

こ
と
は
融

資
会
社
側

の
基
本

的
違
反

で
あ
り
免

貴
条

項

の
保
護

は
う
け
ら
れ
な

い

と
主
張

し
た
。

控
訴
裁

判
所
は
被
告

(
控
訴

人
)

の
主
張

を
認
め
免

責
条

項

の
適
用

を
認

め
な
か

っ
た
。
U
Φ
コ
巳
コ
瞬

判
事

は
、

免
責
条

項

は
当
事
者

が
自
己

の
契

約
債
務

の
本
質

的

な
諸
点

を
履
行

し
た
場
合

に
の
み
当
事

者

の
役

に
立

つ
も

の

で

あ

り
、
契

約

の

根
底

に
か
か
わ
る
違
反
を
行

っ
た
当
事
者

は
免

責
条

項
に
頼

る

こ
と
は
出
来

な

い
と

の
見
解
を
示

し
た
。

こ
の
判
決

は
そ

の
結

論

に

よ

り
、
又

∪
Φ
昌
巳
昌
瞬

卿

の
明
快

な
意

見

の
表

現

に
よ
り
基
本

的
違
反

の
原
則

の
形
成

に
大
ぎ

な
影

響
を
与
え
得

る
も

の
で
あ

る
。

.}
の
判
例

に
つ
い
て
は

望
月

前
掲
註

(
1
)
一
一
〇
ー

一
一
四
頁
、

佐
藤
前
掲

註

(
2
)
二
三
五
ー

二
三
九
頁
。

(
17
)

こ
の
判
例

に

っ
い
て
拡
望
月
前
掲

註
(
1
)
一

一
七
i

一
一
九
頁
。

?nX223}



〈
18
)

口
ゆ
切
Φ
]
〉
巳σ
.
窺
9

黒

℃
ぴ
Q。
①

本
件

で
船

荷
証
券

に
よ
る
権
利
者

と
は
、

R
社

が
船
荷

証
券

を
譲
渡

し
て
い
な
け
れ

ば

R
社

の
指
図
人
、

譲
渡

し

て
い
れ
ば
そ

れ

の
譲
受

人

で
あ

る
。

(
19
)

[
一
8
¢
]
>
h
。
q
9

箕

や
α
Q。
刈

(
20
)

口
8
呂

》
b
・
鵯
O
噛
黒

勺
.切
Q。
刈

(
21
)

こ
の
事

件

は
本
船

が
積

荷

の
揚
地

で
あ

る
リ

バ
プ

ウ

ル
に
直
航

せ
ず
他
港

に
寄

港
し

て
か
ら
予
定
航
路

に
復
帰

し

た
た
め
積
荷

の
オ

レ
ン
ジ
リ
}

損
害

が
生

じ
た
と
云
う
も

の
で
あ

っ
た
。

荷
受
人

の
損
害
賠
償
請
求

に
対

し

て
船
主
は
船
荷

証
券
中

の
離
路
条

項
を
根
拠

に
免

責
を
主
張
す

る
。

貴
族
院

の

=
o
畦
ω
ゴ
巴
一
卿

は
、

本

件
は
離
路

条
項

の
解

釈

の
問
題

で
あ

る

と
し

て
、

離
路

条
項

は
、

傭
船
契

約

の
主

な
目
的
と
意
図

を
否
定

し
な

い
よ
う

に
解
釈
す

べ
き

も

の
で
あ

る
と

の
見
解

を
示
し
た
。
一
罫
『
σ
霞

《

卿

も
同
じ
意
見

を
示

し

て

い

る
。

こ
の
判

例

に

つ
い
て
は
望
月

前
掲

註
(
1
)
八

四
ー

八
六
頁
、

佐
藤

正
滋

「
契
紅

の
基
本
的
違
反

の
原
則
⇔
」

学
習
院

た
学
法
学

部
研

究
年
報

6
七
〇
1

七

三
頁
。

(
22
)

O
・
=
・
常
e
巨
¢
二
節

∩
o
・
ピ
巳
・
〈
」

、巴
=
曼
凄

↓
門
露
象
コ
αq

∩
o
二
冒o
鑓

二
〇
=
c
{
勺
p
摂
二
】ζ

〔
一
8
己

〉
.
0
」

き

11

上
告
人

(
原
告
)
男
〇
三
c
旨

社

は
被
上

告
人

(
被
告
)

℃
巴
5
望
鎚

社

の
汽
船

で
運
送
さ
れ

た
木
材

に

つ
い
て

の
船
荷
証
券

の
被

裏
書
人

で
あ

り
所

持
人

で
あ

っ
た
。

木
材

は

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
船
積
さ

れ
仕

向
港
は

ロ
ン
ド

ン
及
び

ハ
ル
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が

ロ
ン
ド

ン
と

ハ
ル
で
埠

頭
労
働
者

の
争
議

が
起

っ
た
た

め
本

船

は

ハ
ン
ブ

ル
グ

で
陸
揚

を
行

っ
た
。

被

上
告
人

は

ハ
ン
ブ

ル
グ

で
陸
揚

し
た
貨
物

を
英
国

に
運
送
す

る
処
置

を
全

く

と
ら
ず

ハ
ン
ブ

ル
グ

で
生

じ

た
陸
揚

等

の
準

備
費

用
も

支
払
わ
な

か

っ
た
。

陸
揚

の
際
、

被

上
告
人

は
運
賃

全
額

の
支
払

を
請
求
し
、

上
告
人

は
異
議
付
き

で
之

を
支
払

っ

た
。

上

告
人

(
原
告
)

は
被

上
告
人

(
被

告
)

に
対

し
契

約
違
反

を
理
由

に
損
害

賠
償

を
請
求

し
た
。

船

荷
証
券

の
第

一
四
条
C
項

は

「
伝
染

病
…
…

船
上
陸
上

を
問

わ
ず
労
働
争
議
、

労
働

上

の
支
障
、

罷
業
、

ロ
ヅ
ク

ア
ウ
ト
:
…
・船
積
又

に
陸

揚

へ
の
支
障

に
よ
り
本
船

が
安
全

且

つ
遅
滞

な
く
船
積

港

よ
り
出
港
出
来
ず
、

又
は
陸
揚
港

に
到
着
、

入
港

し
、

又

は
そ

こ
で
陸
揚

し
、

そ

こ
か

ら
出
港

す

る

こ
と
が
出
来

な
い
と
考
え

ら
れ
る
時

は
、

船
長

は
貨

物
を
船
積

港
又
は
そ

の
他

の
安
全

で
便
利

な
港

で
陸
揚

す
る

こ
と
が
出
来

る
。

…
…
」

と
定

め
、

又
、

同
条

F
項
は

「
本
条

に
も

と
つ
く
貨
物

の
陸
揚

は
本
契

約

の
履
行

と
認

め
ら
れ
る
。

本
条

に
も

と
つ
く
自

由
裁
量
権

の
行

使

に
関
連
し

て
余

分

の
費
用
を
要

し
た
時

は
、

荷
主

は
そ
れ

を
運
賃

に
加

え

て
支
払
わ

ね
ば

な
ら

な
い
。
」
と
定

め
て
い
た
。
被

上
告
人

は
之

等

の

条

項

に
よ
り

ハ
ン
ブ

ル
グ

で

の
陸

揚
、

運

賃

の
請
求

が
認
め
ら
れ
、

ハ
ン
ブ

ル
グ

か
ら
英

国
迄

の
運

送

の
責
任

は
負

わ
な

い
と
主
張

し
た
。

之

に

対

し

て
、
上
告
人

は
そ

の
主
張

の
根
拠

の

一
つ
と
し

て
、
本
件

で
は
契
約

の
主
な
目
的

と
意

図

は
木
材

を

ロ
ン
ド
ン
と

ハ
ル
に
運
送
す

る

こ
と
で
あ

る
。
之

等
以
外

の
港
-

本
件

で
は

ハ
ン
ブ

ル
グ

ー

で
陸
揚

を
し

て
も
本
契

約

の
正
当

な
履
行

と
認

め
る
第

一
四
条
F
項

は
本
契

約

の
主

な
目
的

と
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意
図

と
馨

れ
ず
舞

さ

る
べ
き
も

の
で
あ
を

〕
と
を
叢

し
た
。

上
告
人
側

の
弁
護
士

は
、

籍

の
畠

を
認

め
た
条
蓼

契
約

の
春

的

を

挫
折

さ

せ
な
い
よ
う

に
蟹

し
た

い
く

つ
か

の
先

例
を
引

い
て
い
る
。

し

か
し
農

院
は
圭

口
人

の
護

を
認

め
な
か

っ
た
。

需
ぎ

.体
『
窪

官

は
次

の
よ
う

蓮

旨

を
述

べ

て
い
る
。

上

告
人
側

の
嚢

士
が
轟

と
し

た
先
例

を
欝

す

る
際

に
は
、

夫

々
の
先
例

に
於

け

る
離
路
条

項

の

記

載
を
甕

深

く
薫

す
る

こ
と
が
必
薯

あ

る
。

奪

の
籍

条
項

は
隻

も
極

め
て
広

箋

も

の
で
あ

っ
て
、

若

し
条

項

の
内
容

を
余

す

.、

こ
ろ

な
く
文

憲

り

に
蟹

す
れ
ば
・

船
主

は
限
度
蓮

え

て
莚

す

る

こ
と
も
完
象

怯
董

の
内

と
し

て
認

め
ら
れ
、

夫
故

に
契
約

の
主

盲

的

と
意

図
を
失
わ

せ
る

こ
と
嘉

主

の
意

の
ま

蓬

な
る

と
云
う
も

貧

、
あ

る
。

し

か
し
嚢

、
の
叢

と
本
銭

簡

題

.
二
こ
れ

た
条

覆

異

な

る
・

こ
の
糞

は
控
馨

で

享

臣

判
事

が
見
事

に
釜

し

て
い
る

の
で
そ

9

"
ま
引

用
す

Φ
レ」
「
墾

が
意
屡

ご
、手

れ
ば
、

契
約

蓬

め
た
薙

の
履
行

を
無
制
限

に
莚

す
る

こ
と
が
出
来

る
よ
之

す

る
藷

条
項

と
本
件

に
於
け

・如
第

西

条
c
項

及
び
最

の
斐

1

特
蜜

ご

れ
た
蕎

譲

が
発
生

し
た
馨

に
の
み
適
用

が
あ

り
効
力

を
笙

す
る
み

間

に
蜜

大
な
糞

が
あ

・。
も

の
と
考
え

.Φ

.

こ
れ

は
、

文

字
通

り

に
解
釈
す

れ
ば
当
薯

の

芳

に
欲
す

る
ま
ま

に
契
約

を
妻

上

簿

帰

せ
し
め
る

こ
と
寄

能

に
す

る
権
限

が
与
、凡
ら
れ

て
い
。⇔
髪

.
と
、

何
れ

の
当
妻

も
支

配
出
萎

い
障
害

が
発
生

し
、

契

約
を
そ

案

理

従

っ
て
履
行

す

・Q
こ
と
を
妨
げ

た
響

に
当
壌

の
権
利

と
霧

を
ど

の
よ
う

な
も

の
に
す

る

か
を
条
項

で
定

め
霧

A
筒
の
差

で
あ

る
。
」
と
云

う
2

に
あ

る

(ロ
¢
昌

〉
・。
』

。
・
騨
二

、・
歪

。

あ蕗
鍵

槌
、難

馨

馳
猛
羅

馨

戯鯵
羅
蕪

鹸
蟻

織

、鄭鰻

鍵

難

"≒

聾

裟
べ鋸

誌
籍

轄

犠

瞥
硯聾

票

蕪

に

っ
い

て

は

望

月

前

掲

註

(
1
)
一

一
四
-

一

一
七

頁
。

　縫

縫
欝
〆
熱

難

難
幾
驚

え
ば
篁

旨

的
物
の
誓

権
叢

得
す
る
選
択
権
奢

使
粟

る
。
本
稿
で
套

ξ

§

冨

は
原
語
の
甕

示
す
.
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(
26
)

口

Φ
露

]

卜o
の
・じd
.
8
c。
層
彗

や
や

凹

ω
ー

切
δ

-

(
27
)

口

⑩
Φ
bo
]

N
9

しd
.
朝
O
◎◎
曽
p。
け
℃
ひ
一
①

(
28
)

口

り
①
bo
]

卜o
θ

切
.
8

Q。
"
卑

や
℃
.㎝
δ

1

田

刈

(
29
)

↓
ず
o

O
飴
℃

℃
巴
o
ω

口
Φ
bQ
昌

憎
・
ホ

Q。
口

原

告

(
控

訴

人
)

は

0
凶
℃

℃
o
ざ
。。

号

の
船

主

で
被

告

(
被

控

訴

人
)

は

曳

船

の
船

主

で
あ

る
。

原

告

と
被

告

は

曳

船

契

約

を

結

び

O
帥
℃

団
巴
o
。ゆ

号

を
曳

航

す

る

こ
と

に

な

っ
た
。

こ

の
船

の
補

助

機

関
ば

当

時

故

障

し

て

い
た

が
、

こ

の
事

実

を

契

約

当

事

者

は
知

っ
て

い
た
。

曳

航

は
開

始

さ

れ

た

が
、

曳

船

が

足

り

ず
、

機

関

が

故

障

す

る

と

云

う

有

様

で
曳

航

は
長

時

間

中

止

さ

れ
、

曳

船

の
数

が

揃

っ
た

時

に

は
曳

船

の

一
部

が
坐

礁

し

曳

船

か

ら

離

れ

た
本

船

は

沈

没

し

て
了

っ
た
。

原

告

か
ら

の
損

害

賠

償

の
請

求

に
対

し

被

告

は

曳

船

契

約

中

の
免

責

条

項

に

よ

る
免

責

を

主

張

す

る
。

控

訴

裁

判

所

は
契

約

解

釈

の
問

題

と
し

て
本

件

を

考

察

し
被

告

の
主

張

を

認

め

な

か

っ
た
。

参

加

し

た

裁

判

官

の

一
人

で
あ

る

〉
蒔

紗

判

事

は
、

契

約

中

の
免

責

条

項

は
契

約

で
定

め

ら

れ

た
方

法

で
債

務

が
籏

行

さ

れ

た

場

合

に

の
み

適

用

が
あ

る

と

の
見

解

を

示

し

て

い

.父

〔
6
・。
昌

型

ホ

つ。
-
暮

ワ

ミ

o
)
。
尚

℃
警

鼻

卸

O
P

<
.
罫

§

。

謹

ひ。

。。
・
ρ

(蝋=

し

露

は

未

見

で
あ

る
。

(
30

)

[
お
欝

]

卜O
O
・切
・
切
O
Q。
曽
母

㍗

切
鱒
O

(
31
)

口

Φ
爵

]

bσ
O
鰯じd
軍
㎝
O
つQ
讐
鴛

℃
.認

O

(
32
)

口

8
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]

bQ
O
・切
●
8
Q。
も

沖

℃
や

㎝
bこ
O
l

㎝
緯

(
33
)

口
¢
Φ
bo
]

トこ
O
・中

㎝
O
Q。
噛
讐

や
や
㎝
卜。
鱒
-

認

ω

(
34

)

口

8

卜Q
]

bδ
O
・切
・
α
O
Q◎
鰯
無

戸
認

ω

(
35
)

口

8

卜⊃
]

卜o
O
5じd
.
α
O
O。
'
彗

騨

紹

蔭

(
36
)

こ

の
判

例

に

つ

い

て
は

望

月

前

掲

註

(
1
)
一
二

六
t
⊥

三

一
頁
。

(
37
)

缶
貯
?
℃
霞

6
げ
器

①

》
9

・
一
㊤
ω
Q。

第

八
条

第

一
項

及

び

第

二
項

は
、

賃

貸

人

の

目
的

物

に
対

す

る
売

却

権

限
、

目
的

物

の
商

品

性
、

特

定

目

的

へ

の
適

合

性

に

つ

い

て
黙

示

の
条

件

条

項

を
定

め
、

賃

貸

人

が

目

的

物

を
平

隠

に
占

有

し

て

い

る

こ
と
、

目

的

物

の
所

有

権

移
転

時

に

目
的

物

が

第

三
老

に

よ

る
負

担

の
下

に

な

い

こ

と

に

つ
い

て
黙

示

の
担

保

条

項

を
定

め

て

い

る
。

(
詣
)

口

ゆ
0
ω
]

一

≦

.ピ
沁

.
㎝
○。
♪

暮

℃
●$

刈

(
39
)

口

8

ω
]

一

毛

.り
・幻
'
㎝
o。
ト

鷺

℃
7
㎝
O
刈
i

お

つ。
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(
40
)

口

Φ
①
ω
]

一

ノく
會ピ
菊

・
紹

♪

暮

や
麟$

c◎

(
14
)

例

、詮

。。
壽

8
島

婁

§

暮

。
。
・・
ピ
裁

く
.
ω
馨

8

H
會
ω
璽

楓
匂
。・
。
羨

。
。
』

⑩
邑

一

≦

夷

●
甕

で

∪
。
<
ぎ

判
事

は

マ
ホ
ガ

テ

材

の
売

買
契
約

の
髪

・
に
空

が

「
マ
ホ
ガ

・丁

材

を
引
渡

さ
ず

に
松
材

を
引
渡

し
霧

合

は
-
…

売
主

は
藁

申

立
期

間
を
制
限

す

桑

項

の
保
護
を
う

け

る

こ
と
は
出
来

な

い
で
あ
ろ
う
」

と
述

べ

て
い
る

(ロ
Φ
邑

一
≦

ピ
騒閑
.
置
$

葺

喝
」
躰
ざ

)
。

又

謬

Φ
同
;

.

ぞ
ぎ

『
。
俸

。
。
・・
ピ
準

く
・
竃
①
矯
。
.
冒

ω
。
]
N

囚
・切
・
ω
這

で

護

σq
げ
什
判

謹

免
責
条

項

は
、
「
取
引

の
際

に
示
さ

れ

る

(
売
讐

的
物

の
)

説
明

唇

致
す

る
物

・
叩
に

の
み
適
用

が
あ

る
」

と
述

べ

て
い
る

(ロ
8
0
]
・。
国
・
。ゆ
.
影

曽
ε

.
ω
N
。・
)
。

こ
の
判
例

喜

む

い
く

つ
か

の
判

例

に

つ
い

て
は

佐

藤

前

掲

註

(
21
)
九

〇
1

九

三

頁
。

(
42
)

[
む
①
呂

一

嶺

.r

幻
・
紹

全

暮

℃
・α
Φ
QQ

(
43
)

口
ゆ
①
出

一

ぐ
く
.野

幻
.
紹

♪

掌Ω
什
ワ

切
Φ
Qo

(
44
)

ξ

u。
び
コ

判
藻

こ
の
考

、髪

閏
8

αq

図
。
お

寄

し。
ξ

書

αq

9

ニ
ピ
三
'
<
』

ヨ
塞

董

訊
葺

閉
曇

二

≧

[
ま

。
]
。
ρ

じd
豪

で
詳

説

し

て

い

る
。

同

判

事

の
見

解

に

つ
い

て

は

望

月

前

掲

註

(
1
)
=

}
四

頁
。

(
45
)

口

Φ
①
ω
]

一

～
く
●ピ
願国
吻
紹

♪

舞

℃
℃
ひ
Φ
QQ
ー

姻
Φ
㊤

(
46
)

こ

の
判

例

に

つ

い

て

は

望

月
前

掲

註
ω

=

一=

1

=

二
四

頁
。

(
74
)

空

.
①
,℃
§

ゴ
・。
、
。
》
9

第

八
条
第

二
項
は

目
的
物

が
特

定

目
的

に
適
合
す

る
と

の
黙
示

の
条

件
条
項

姦

め
る
。

同
条
第

三
項
は
・

所
薯

(
賃
貸
人
)

は

こ
の
黙
示

の
条

件
条
項

を
契

約
条
項

で
排

除
又

は
変
更

す

る

こ
と
が
出
来

る
と
定

め

て

い

る
。

但

し
そ

の
よ
う
な
契
約
条

項
を
・

註
『
Φ
も
亘
「
。
,
節
ω
①
契

約
締

結
前

に
賃
借
人

に
知
ら

せ
、

そ

の
効
果

を
明
ら

か
に
し
た
事

を
所
有
者

(
賃
貸
人
)

は
立
証
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
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ω
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●
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卸
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頃

ゆ
嘱
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ワ

㊤
ご

]

〉
・ρ
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漣

H

イ

ギ

リ

ス

い
が

豆

の
種

子

の
売

買

契

約

を

締

結

し

た

と

こ
ろ

別

33(227)



種
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